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序

　吾妻古墳は、栃木県の主要な前方後円墳の一つであり、昭和 45 年 7 月 22 日に国史跡に

指定されております。今回は古墳の範囲や遺存状況確認を目的に、平成 19 年度から平成

22 年度までの４年間にわたって発掘調査を実施いたしました。その結果、堀が一重である

こと、墳丘下半部も盛り土で作られていることに加え、古文書で伝えられていただけであっ

た「吾妻の岩屋」の実態が明らかになったことなど、多くの古墳のようすが判明しており

ます。

　本書はその調査成果をまとめ、報告書として刊行するものです。

　この報告が、学術的に活用されることはもとより、今後、吾妻古墳の保護の一助となれ

ば幸いです。最後に、調査に当たり熱心な御指導をいただきました県文化財保護審議会委

員等の諸先生方、文化庁、そして多大なご協力をいただいた壬生町、栃木市教育委員会及

び地権者や地元の方に深く謝意を表します。

　平成 23 年３月

栃木県教育委員会　        

教育長　須　藤　稔



例　言

１. 本書は、栃木県栃木市大光寺町、下都賀郡壬生町藤井に所在する、吾妻古墳（国指定史跡）を対象として

平成 19 〜 22 年度に実施した、重要遺跡範囲確認調査の調査報告書である。

２. 調査は、栃木県教育委員会が、財団法人とちぎ生涯学習文化財団に委託して実施した。

３. 調査は、以下の担当者が実施した。

平成 19 年度

調査部　調査部長　川原由典　調査部長補佐兼資料整理担当　中山晋

調査第一担当リーダー　副主幹　藤田典夫　主査　中村享史　主査　宮田宜浩

平成 20 年度

調査部　調査部長　川原由典　　調査部長補佐　中山晋　調査部長補佐兼整理担当リーダー　初山孝行

調査第二担当リーダー　係長　進藤敏雄　　主査　中村享史

平成 21 年度

調査部　調査部長　初山孝行　　調査部調査第二担当リーダー　係長　芹澤清八

調査第二担当　係長　進藤敏雄　　主査　中村享史

平成 22 年度

調査部　調査部長　初山孝行　　調査部調査第二担当リーダー　副主幹　塚本師也

調査第二担当　係長　篠原祐一　　主査　中村享史

４. 本文の執筆、編集は中村が行った。第１章第１節は齋藤恒夫が執筆した。

５. 表土除去は、有限会社大藤工業に、基準杭建植、航空写真撮影は中央航業株式会社に委託した。

６. 遺跡の写真撮影は、中村、宮田、進藤、篠原が、遺物の写真撮影は中村が行った。

７. 調査には次の諸機関及び諸氏に御協力、御指導を賜った。記して謝意を表したい。

文化庁、栃木市教育委員会、壬生町教育委員会、トヨタ自動車株式会社、壬生高校、壬生中学校、南犬飼

中学校、太田茂、横山忠一郎、塙静夫、海老原郁雄、竹澤謙、酒寄雅志、広瀬和雄、秋元陽光、秋山隆雄、

足立佳代、穴沢義功、穴沢　光、池上悟、岩崎卓也、内山正之、大塚初重、大橋泰夫、賀来孝代、柏木善

治、加部二生、菊池肇、君島利行、木村友則、木村等、草野潤平、黒崎淳、小林青樹、小林孝秀、小森哲

也、小森紀男、今平利幸、佐々木憲一、清水英世、白石太一郎、真保昌弘、杉山秀宏、鈴木一男、鈴木芳

英、清野孝之、高橋克寿、田辺征夫、谷畑美帆、中條英樹、辻本崇夫、冨祐次、中井正幸、橋本澄朗、橋

本高志、土生田純之、深澤敦仁、松浦宥一郎、三浦茂三郎、右島和夫、水ノ江和同、宮代栄一、山田しょ

う、山口耕一、米沢雅美、若狭徹、金在弘、権太龍

８. 本遺跡は既に「栃木県埋蔵文化財保護行政年報 31　平成 19 年度（2007）」、「埋蔵文化財センター年報　

第 18 号（平成 20 年度）」、「埋蔵文化財センター年報　第 19 号（平成 21 年度）」、「埋蔵文化財センター年

報　第 20 号（平成 22 年度）」、「国指定史跡吾妻古墳−重要遺跡範囲確認調査概報Ⅰ−」、「国指定史跡吾妻

古墳−重要遺跡範囲確認調査概報Ⅰ−」、「国指定史跡吾妻古墳−重要遺跡範囲確認調査概報Ⅱ−」、「とちぎの

国指定史跡」等で一部概要が公表されているが、本書をもって正報告とする。 

９. 本遺跡の出土遺物、実測図及び図版等は、財団法人とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センターで保管し

ている。

10. 発掘調査、資料整理に従事した作業員は次の通りである。

天野崇弘、五十嵐裕子、磯﨑惠子、大久保保江、大場とも子、大高京子、笠野大、菊元美弥子、黒崎喜好、

黒崎しず子、児玉祐美子、佐藤ふじ子、篠原八重、鈴木俊江、高橋洋子、長秀紀、土田和夫、寺崎千恵美、

永井寿子、橋本一枝、橋本泰二、林勝彦、深津修、福田昌子、藤原美枝、森下勝、吉葉里美、若林泉

鈴木実花、中山真理、元西幸子、金井千佳子、大出美智子、戸崎真弓、河又智美
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凡　例

１.遺跡の略号は MB-AZ である。

２.墳丘測量図の座標は世界測地系に基づく。

３.標高は海抜標高である。

４.縮尺は図面脇に記した。

５.図示した方位は座標北である。

６.本報告での吾妻古墳の計測値は壬生町史に従ったが、将来変更される可能性がある。

７.遺物への注記は遺跡の略号、トレンチの番号、遺物番号または遺構の部位を示す記号（墳頂：Ａ、墳丘第

二段：Ｂ、墳丘第一段：Ｃ、周堀：Ｄ、突出部：Ｅ、上位：上、中位：中、下位：下、墳丘第二段裾Ｃ− 1、

墳丘第一段平坦面Ｃ− 2、外縁：外、内縁：内）を行った。（第 1図）

８.埴輪、土器の観察表における計測値は、cm 単位である。復元値には＊、残存値には +を付して示した。

９. 埴輪、土器の観察表における混和材の同定は、肉眼観察による。「金雲母」は、金色に見える雲母の意味

であり、鉱物名ではない。

10. 埴輪、土器の観察表における特徴の記述のうち、「横ナデ」と「横方向のナデ」は別のものである。「横ナ

デ」は回転によって器面を一周するようなナデで、「横方向のナデ」は回転によらずに断続的に行われた

ナデである。「横ハケ」と「横方向のハケ」も同様である。

11. 埴輪の観察表における記述のうち、突帯の条数と段数は、底部の有無に関わらず、下から数えた。

12. 埴輪の高さは、口縁高は口縁上端から突帯上縁までの高さ、各段高は突帯上縁から次の突帯上縁まで高さ

を計測し、底部から一条目突帯までの高さは一高、一条目突帯から二条目突帯までの高さは二高と表現し

た。

13. 埴輪の直径は、口縁部直径は口径、一条目突帯直径は一径、二条目突帯直径は二径と表現した。突帯が剥

落しているものは突帯部分の残存値として計測した。

第１図　吾妻古墳遺物注記出土部位模式図
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４トレンチ周堀内縁底面付近断面（南西から）　４トレンチ周堀外調査終了状況（南から）　４ト

レンチ周堀内縁調査終了状況（南から）　５トレンチ周堀外断面北半（西から）　５トレンチ周堀

外断面南半（西から）　５トレンチ周堀外縁断面（北西から）　５トレンチ周堀外縁調査終了状況（北

から）　６トレンチ周堀調査前状況（東から）

図版 5 　遺構（５）　６〜７トレンチ

６トレンチ周堀外断面（南東から）　６トレンチ周堀外縁断面（南東から）　６トレンチ周堀外調

査終了状況（東から）　７トレンチ周堀調査前状況（東から）　７トレンチ周堀内縁調査前状況（南
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西から）　７トレンチ墳丘第二段調査前状況（南西から）　７トレンチ周堀外断面（南東から）　７

トレンチ周堀外縁断面（南東から）

図版 6 　遺構（６）　７〜８トレンチ

７トレンチ周堀内縁断面（南西から）　７トレンチ墳丘第二段断面（南から）　７トレンチ墳丘第

二段裾埴輪出土状況（南西から）　７トレンチ墳丘第一段盛土断面（南から）　７トレンチ周堀外

縁調査終了状況（東から）　８トレンチ墳丘調査前状況（南西から）　８トレンチ周堀調査前状況（東

南から）　８トレンチ墳丘第二段裾埴輪出土状況（西から）

図版 7 　遺構（７）　８〜９トレンチ

８トレンチ周堀外縁断面（北東から）　８トレンチ周堀内縁断面（南西から）　８トレンチ墳丘第

二段裾断面（南西から）　９トレンチ周堀調査前状況（北から）　９トレンチ墳丘調査前状況（西

から）　９トレンチ周堀外縁断面（南東から）　９トレンチ周堀内縁断面（南西から）　９トレンチ

墳丘第一段断面（南から）

図版 8 　遺構（８）　９〜 11 トレンチ

９トレンチ墳丘第二段断面（西から）　９トレンチ墳丘頂断面（南から）　９トレンチ周堀〜墳丘

調査終了状況（南西から）　11 トレンチ墳丘調査前状況（北から）　11 トレンチ調査前状況（南か

ら）　11 トレンチ周堀内縁断面（北西から）　11 トレンチ周堀外縁断面（南西から）　11 トレンチ

周堀外断面（北西から）

図版 9 　遺構（９）　11 〜 12 トレンチ

11 トレンチ墳丘頂埴輪出土状況（北東から）　11 トレンチ墳丘第一段断面（北西から）　11 トレ

ンチ墳丘第二段断面（北から）　11 トレンチ周堀〜墳丘調査終了状況（北から）　11 トレンチ周堀

外調査終了状況（北から）　12 トレンチ周堀外調査前状況（北東から）　12 トレンチ周堀外断面（北

東から）　12 トレンチ周堀外調査終了状況（北から）

図版 10　遺構（10）　13 トレンチ

13 トレンチ周堀外調査前状況（東から）　13 トレンチ墳丘調査前状況（東から）　13 トレンチ周

堀内縁断面（南東から）　13 トレンチ周堀外縁断面（南西から）　13 トレンチ墳丘頂断面（南西か

ら）　13 トレンチ墳丘断面（南東から）　13 トレンチ周堀外断面（南東から）　13 トレンチ墳丘第

二段埴輪出土状況（南東から）

図版 11　遺構（11）　13 〜 14 トレンチ

13 トレンチ周堀外調査終了状況（東から）　13 トレンチ周堀〜墳丘調査終了状況（東から）　14

トレンチ突出部調査前状況（北から）　14 トレンチ突出部内縁断面（南東から）　14 トレンチ突出

部外縁断面（南西から）　14 トレンチ突出部外断面（南西から）　14 トレンチ突出部外縁遺物出土

状況（南東から）　14 トレンチ墳丘調査前状況（南東から）

図版 12　遺構（12）　14 〜 16 トレンチ

14 トレンチ墳丘第二段裾埴輪出土状況（南東から）　14 トレンチ墳丘断面（東から）　15 トレン

チ調査前状況（北東から）　15 トレンチ墳丘断面（西から）　15 トレンチ墳丘断面（南西から）　

15 トレンチ墳丘断面（南東から）　16 トレンチ調査前状況（北から）　16 トレンチ藤井 39 号墳周

堀断面（南西から）

図版 13　遺構（13）　16 トレンチ・前方部主体部

16トレンチ調査終了状況（西から）　前方部主体部調査前状況（南から）　前方部主体部確認状況（南

西から）　前方部主体部上部埋没状況（西から）　前方部主体部下部埋没状況（東から）　前方部主

体部玄室埋没状況（東から）　前方部主体部玄室・前室埋没状況（東から）　前方部主体部前室確

認状況（南から）

図版 14　遺構（14）　前方部主体部

前方部主体部前室確認状況（北から）　前方部主体部玄室確認状況（南から）　前方部主体部玄室

東側壁確認状況（西から）　前方部主体部玄室西側壁確認状況（東から）　前方部主体部前室（羨道）

確認状況（南から）　前方部主体部前室遺物出土状況（西から）　前方部主体部埋没状況（北から）

　前方部主体部調査後処理状況（西から）

図版 15　遺構（15）　前方部主体部

前方部主体部調査終了状況（南から）　前方部主体部入口部分上層確認状況（南から）　７前方部
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主体部入口部分土層断面（西から）　前方部主体部羨門・川原石積み側壁（南西から）　前方部主

体部羨門・川原石積み側壁（西から）　前方部主体部羨門・川原石積み側壁（東から）　前方部主

体部羨門・川原石積み側壁（北から）　前方部主体部調査後処理状況（南東から）

図版 16　遺構（16）　２・３・５・６・17 〜 20 トレンチ

２トレンチ周堀内縁断面（南から）　３トレンチ周堀内縁断面（西から）　５トレンチ周堀内縁断

面（西から）　６トレンチ周堀内縁断面（北から）　17 トレンチ墳丘第一段覆土断面（南東から）

　トレンチ墳丘調査前状況（南西から）　８トレンチ周堀調査前状況（東南から）　８トレンチ墳

丘第二段裾埴輪出土状況（西から）

図版 17　円筒埴輪（１）　１・７トレンチ

図版 18　円筒埴輪（２）　８・９トレンチ

図版 19　円筒埴輪（３）　９・11・13・14 トレンチ

図版 20　形象埴輪　１・７・９・11・13・14 トレンチ・前方部主体部

図版 21　形象埴輪・土器・鉄製品・銅銭

図版 22　鉄製品・銅製品・銀製品・金銀銅製品・ガラス製品
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付図

付図１　吾妻古墳全体図

付図２　吾妻古墳発掘区配置図



第２図　吾妻古墳位置図
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第１章　調査に至る経緯と経過

第 1節　調査に至る経緯

　栃木県教育委員会では、昭和 51 年に始まる下野国庁跡の発掘調査以来、国・県の歴史を代表する遺跡の保存・

活用を図るため、重要遺跡調査事業を継続して実施してきた。

　平成 13 年度に調査を着手した長者ヶ平遺跡では、平成 17 年度までに遺跡範囲確認等の目的をほぼ達成し

たことから現地調査を終了し、平成 18 年度には報告書作成作業に着手した。これにより、平成 18 年度末に

は報告書刊行の目途が立ち、調査成果についても地元那須烏山市・さくら市に継承されて活用される見込み

となったことから、平成 18 年度中に新たな調査対象を決定し、平成 19 年度から調査に着手することとした。

　新たな調査対象を検討するに当たり、過去の調査について成果や課題を整理したところ、これまでは調査

が長期にわたったためその成果を還元するまでに相当の時間を要したことや、地元市町との情報共有や連携

が十分に図られていない事例があるなどの課題が指摘できた。これらを改善し、かつ事業目的、実施方法の

明確化を図るため、重要遺跡調査方針を定めた。以下にその要点を記す。

１ 趣旨　国・県の歴史を代表する遺跡について発掘調査を実施し、遺跡の保存と積極的な活用を図る。特に

　遺跡が所在する市町と連携して、資料・遺跡の保存・活用を図る。

２ 事業実施の要点　

  ①	 県の歴史を代表する遺跡を重要遺跡として調査し、保存・整備の対象とする。

  ②	 市町と連携し遺跡の保存・活用を図る。

  ③	 調査目的に的確かつ早急に対応する。

  ④	 遺跡の保護上は史跡指定が望ましい。指定の目標は国あるいは県指定とする。

  ⑤	 調査成果を市町に引き継ぎ、整備と管理・活用は市町が実施する。

　　なお、③については、１遺跡あたりの調査期間を３〜５年を目安とする。また、既に国史跡等に指定さ

　れている遺跡については、今後の活用を目指した管理方針等を市町と協議した上で、史跡整備を目指した

　発掘調査を実施する。

３ 調査体制　調査主体者を栃木県教育委員会、発掘調査担当者を（財）とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財

　センターとする。学識経験者、教育関係者等の指導を受け、発掘調査の客観性を確保する。

　以上の方針のもと、平成 17 年度に市町教育委員会を対象として実施した「重要遺跡アンケート調査」の結

果を参考にしながら調査対象候補 19 遺跡を検討した結果、吾妻古墳が最も適切であるとの結論を得て、古墳

の範囲・規模、石室の残存状況等の確認を目的とした発掘調査計画を立案した。なお、吾妻古墳を調査対象

とした主な理由としては、現在の指定範囲が十分であるか確認する必要があること、当遺跡が２市町にまた

がって所在しており市町による調査が難しいこと、地元及び周辺市町が史跡活用に積極的であり、調査後の

広範な活用が期待できることなどが挙げられた。

　まず、地元市町との連携を図るため、平成 18 年 9 月 27 日、栃木市・壬生町の両教育委員会と協議し、前

述の重要遺跡調査方針を説明の上で両市町に協力を要請したところ、快諾を得た。次いで、同年 10 月 3 日、

文化庁と協議した結果、文化庁から計画に対する理解を得るとともに、現在の指定範囲が十分か検証するよ

う指導を受けた。こうして、地元市町及び文化庁との調整が整ったことから、平成 19 年度予算編成において

吾妻古墳を調査対象とした重要遺跡調査事業の予算化を図った。

１

第 1節　調査に至る経緯

年　度 調　査　内　容 備　考

平成 19 年度
前方部側周辺調査、前方部墳丘・周溝調査、概要報告書作成 

（主な調査目的：古墳範囲及び周辺の遺構の有無確認、古墳外形の把握）
現地説明会等の活用事
業を実施

平成 20 年度
後円部側周辺調査、後円部墳丘・周溝調査、埋葬施設確認調査　概要報告書作成 

（主な調査目的：古墳範囲及び周辺の遺構の有無確認、古墳外形の把握、後円部埋葬施設の有無
確認、前方部埋葬施設の残存状況確認）

現地説明会等の活用事
業を実施

平成 21 年度
くびれ部墳丘・周溝調査　埋葬施設確認調査　概要報告書作成 

（主な調査目的：古墳範囲及び周辺の遺構の有無の確認、古墳外形の把握、前方部埋葬施設の残
存状況確認）

現地説明会等の活用事
業を実施

平成 22 年度
後円部墳丘・前方部墳丘確認調査、埋葬施設確認調査、調査報告書作成 

（主な調査目的：古墳外形の把握、後円部埋葬施設の有無確認、前方部埋葬施設の残存状況確認）
現地説明会等の活用事
業を実施

第１表　吾妻古墳調査年次計画　
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第 1章　調査に至る経緯と経過

　平成 19 年度から平成 22 年度まで実施した発掘調査に当たっては、トレンチの掘削は覆土のみに止めて墳

丘盛土や石室などの遺構は掘削しないことを原則とするなど、史跡の保存を前提とした調査計画を策定した。

さらに、毎年度、この計画に基づき文化庁へ現状変更の許可を申請して許可を得るとともに、地権者や地元

市町などの関係者・関係機関との協議・調整を行った上で現地調査に着手した。なお、計画立案当初は調査

期間を３カ年としていたが、調査の進捗に伴い墳丘や石室規模についてより詳細を確認する必要が生じたこ

とから、平成 20 年度に調査期間を４カ年に変更し、調査終了年度を平成 22 年度とした。



第２節　調査方法と経過

　次のことを目的としてトレンチを設定した。

　１．周堀外の遺構（周堤帯、二重目の周堀）の有無

　２．墳形（墳端）の確定

　３．墳丘表面の観察（葺石、埴輪の有無）

　４．周堀内の観察（覆土の状況、深さ）

　５．前方部にあるとされている、埋葬主体部の残存状況の確認

　６．後円部、括れ部における主体部の有無の確認

　７．括れ部東側に存在する、陸橋状の突出部の性格の確認

　８．藤井 43 号墳とされている、墳丘第一段平坦面上の地膨れの性格の確認

　調査に当たっては、測量図の提供を壬生町教育委員会より受けた。測量図は、壬生町史編さん時に作成し

たものである。その時の測量杭は滅失していたので、新たに墳丘主軸に沿った測量杭を建植し、それを使用

してトレンチを設定することとした。測量図は世界測地系適用以前のものなので、測量図上にも新たに世界 

測地系の座標を落とした。

　平成 19 年度は前方部を中心に調査を行った。現地での調査は 10 月から開始した。最初にトレンチを設定

するために、危険な立木の伐採、下草刈りを行った。立木は人力で運搬できる長さに切りそろえ、指定地内

にまとめて置いた。各トレンチは幅１～２ｍに設定した。周堀外は、表面観察の段階で遺構の存在の可能性

が薄いと判断できたこと、最初に行った７トレンチ周堀外の人力による掘削の結果、遺構が認められなかっ

たことから、１～６トレンチの周堀外は、11 月に重機を利用して掘削を行った。その結果、当初の予想通り、

周堀外では各トレンチとも周堀等の古墳時代の施設は確認できなかった。墳丘と周堀内は人力で掘削を行っ

た。周堀内は予想に反して、覆土が薄く、短期間で底面まで掘り下げることができた。墳丘上は墳丘第一段

（基壇）に盛土が施されていることが判明し、一部旧表土面まで断ち割りを行った。第一段平坦面上では、墳

丘第二段裾付近からの埴輪の出土が最も多かった。墳丘上では斜面、頂上の平坦面共に埴輪が出土したので、

それらの記録を行った。これらの成果は県民に速報するために、平成 20 年１月 20 日（日）に現地説明会を行っ

た。見学者は 250 名に達し、盛況であった。現地での調査を終了後、トレンチの埋め戻しを行い、撤収した。

遺物は収納箱約 20 箱分であった。その後概報作成を行い、平成 20 年３月 28 日付けで刊行した。

　平成 20 年度は、後円部側を中心にトレンチを設定した。調査に当たっては、前年度に壬生町教育委員会よ

り提供を受けて作成した測量図を使用し、新たに墳丘主軸に沿った測量杭を建植し、それを使用してトレン

チを設定することとした。トレンチは昨年度設定した７トレンチに続いて時計回りに８～ 14 トレンチまで設

定し、43 号墳部分を 15 トレンチとした。折しも、壬生町教育委員会が藤井 39 号墳の発掘調査を行っていた。

吾妻古墳との関係を明らかにするため、両古墳を見通せるような 16 トレンチを設定した。これらのうち、平

成 20 年度は９・11・12・13・16 トレンチを掘り下げた。

　現地での調査は 10 月から開始した。トレンチを設定するために、最初に危険な立木の伐採、下草刈りを行っ

た。平成 20 年度は雨が多く、12 月になっても周堀底の水たまりが消えなかったので、安全に留意しながら調

査を行った。各トレンチは幅１～２ｍに設定した。周堀外は、表面観察や前年度の調査地区で遺構が認めら

れなかったことから、本年度の対象地区も遺構の存在が薄いことが予想されたので、11 ～ 13 トレンチの周堀

外は、10 月に重機を利用して掘削した。その結果、当初の予想通り、周堀外では各トレンチとも古墳時代の

遺構は確認できなかった。墳丘と周堀内は人力で掘削を行った。周堀内は覆土が薄く、短期間で底面まで掘

り下げることができた。墳丘上でも、昨年度同様、墳丘第一段（基壇）に盛土が施されていることが判明した。

遺物はほとんどが埴輪の破片で、墳丘第二段裾付近からの出土が最も多かった。その量は中型の遺物収納箱

で６箱分に達した。すべて原位置を保たないものだったので位置を記録して取り上げた。前方部では、いわ

ゆる「吾妻の岩屋」を探索するため、昨年度調査した４トレンチ北側部分とそれを北側に延長したトレンチと、

前方部頂から 15 ｍの位置で墳丘主軸に直交させたトレンチを掘り下げたところ、青灰色の硬質の大型石材を

発見した。そこでトレンチを拡張した結果、側壁、奥壁を確認したので、横穴式石室による主体部と判断した。

この調査によって、これまで古文書や絵図でしかその様子が分からなかった「吾妻の岩屋」の実態を確認す

ることができた。16 トレンチでは、藤井 39 号墳の周堀を確認した。これは周堀外で発見された唯一の古墳時

代遺構となった。吾妻古墳との重複は見られなかったが、国指定地内にまで藤井 39 号墳の周堀が延びている

ことが明らかとなった。これらの成果は県民に速報することとし、平成 20 年 12 月 13 日（土）に現地説明会
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を行った。見学者は 250 名程集まり、テレビや新聞の取材も入り、活況を呈した。調査終了後、トレンチの

埋め戻しを行い、12 月 25 日に現地を撤収した。その後埋蔵文化財センターで遺物や図面の整理、概報作成を

行い、平成 21 年３月 27 日付けで刊行した。

　平成 21 年度は、藤井 43 号墳とされている地区、くびれ部、前方部主体部の調査を行った。藤井 43 号墳と

されている地区は墳丘第一段上に僅かな地膨れとなっている。15 トレンチを設定して調査したところ、墳丘

盛り土の覆土上に形成されており、古墳の施設ではないことが判明した。墳丘東側では周堀の内外縁が周堀

内に向かって突出する地区があり、従来から、造出若しくは陸橋と考えられてきた。この地区に 14 トレンチ

を設定して調査したところ、黒色の自然埋没の覆土上に、突出部を構成する明褐色のローム混じりの層が載

ること、平安時代の灰釉陶器、古銭（開元通寶、永楽通寶）が出土したことから、後世に形成されたと判断

でき、古墳の施設ではないことが判明した。

　前方部主体部は、前年度に確認された横穴式石室の玄室部分の各壁が巨大な一枚石で構成されていること

が明らかになったが、その前面から墳丘端まで地区の様相は不明であり、全体的な構造が不明であった。今

回は、玄室部分の床面の残存状況、主体部前半の構造を解明するために調査を行った。玄室内は明治期の埋

め戻しによる鹿沼土を主体とした土が充填されていたが、東側半分のみを除去して床面探索を行った。その

結果、側壁が載る面よりさらに低い位置まで攪乱が及んでおり、近世の陶磁器が出土した。特筆されるのは、

初めて、玄室前面で幅 1.70 ｍの川原石小口積みの側壁が確認され、古文書で不明だった、主体部全体の構造

の一端が明らかになったことである。奥壁内面から約７ｍまで確認されたが、さらに南側に延びている。こ

の部分からは挂甲小札の破片、ガラス玉が出土した。そのため、排出した土を篩にかけて遺物を探した。こ

４
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第５図　吾妻古墳墳丘模式図
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れらの成果をもって、平成 22 年１月 17 日（日）に現地説明会を行った。見学者は 420 名程集まり、テレビや

新聞の取材も入り、前年度以上の活況を呈した。説明会後、トレンチの埋め戻しを行っている間も見学者は

多く、最終的には 520 名を超えた。調査終了後、１月 25 日に現地を撤収した。その後埋蔵文化財センターで

遺物や図面の整理を行った。遺物の量は収納箱約 18 箱分であった。調査中、玄室の巨石や赤色塗彩物の種類

を知るため理化学分析を行った。その結果、巨石の種類は閃緑岩であること、赤色顔料は針鉄鉱であること

が判明した。現地での調査終了後、前方部以外の主体部の有無を確かめるために、後円部から括れ部にかけ

ての地区で、墳丘第二段中位から裾の東側で、電気探査を行った。その結果、２か所で異常地点を検出した、

地表下１～２ｍの範囲内で比較的大きな石などが土中に存在する可能性があり、横穴式石室のような大規模

な石材を捉えた異常とは考えにくいが、東西に連続して表れていることから、排水のための暗渠のような遺

構の可能性も想定できた。

　平成 22 年度は、前方部隅角、後円部、前方部の主体部の調査を行った。

前方部隅角の位置を確認するため、平成 19 年度に設定した２・３・５・６トレンチを延長して、墳丘第一段

から周堀にかけて設定した。前方部主体部では前方部墳頂の杭３から 19 ｍと 26 ｍの間、杭３と杭７を結ん

だ線から西へ３ｍまでの間を前方部トレンチ、杭７から主軸線に直交した東西に 17・18 トレンチを設定した。

後円部では平成 21 年度の電気探査で反応のあった地区で主体部の有無を確認するため、19・20 トレンチを設

定した。各トレンチでは墳丘端を確認し、古墳の規模を確定するための数値を得ることができた。19・20 ト

レンチでは主体部の存在を示す資料は得ることができず、後円部には横穴式石室のような大規模な埋葬主体

は存在しないと判断するに至った。前方部主体部は横穴式石室の入口となる凝灰岩の切石を発見した。さら

にこれまで未確認であった金銀製品が発見され、石室内の具体的な内容が次第に明らかになってきた。

　これらの成果をもって、平成 22 年 12 月 19 日（日）に現地説明会を行った。見学者は 271 名程集まり、テレ

ビや新聞の取材も入り、関心の高さを窺わせた。説明会後、トレンチの埋め戻しを行って、12 月 28 日に現地

を撤収した。その後埋蔵文化財センターで遺物や図面の整理を行った。遺物は収納箱約８箱分であった。

　平成 23 年３月 30 日に報告書を刊行し、これを以て吾妻古墳の調査報告をすべて終了した。

第２章　遺跡の周辺と研究小史

第 1節　地形と河川

　吾妻古墳は、下都賀郡壬生町大字藤井字吾妻 1051 ｰ 2・栃木市大光寺町字吾妻原 2969 に所在し、黒川と小

倉川（下流では思川と名を変える）の合流する地点の左岸台地上に位置する。黒川、思川はともに足尾山地
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第１表　藤井古墳群調査歴

調査年 調査者 調査古墳
1893 野寺茂平 42 号墳（吾妻古墳）石室内
1964 ～ 66 栃木県教育委員会 13 ～ 19・25・28 ～ 30・36・38 号墳
1980 壬生町教育委員会 44・45 号墳
1987 栃木市教育委員会 51・52 号墳
1990 栃木市教育委員会 78・79 号墳
1991 壬生町教育委員会 38 号墳
1996 壬生町教育委員会 47 号墳
2000 壬生町教育委員会 34・36 号墳
2007 栃木県教育委員会 42 号墳（吾妻古墳）
2008 栃木県教育委員会 42 号墳（吾妻古墳）
2008 壬生町教育委員会 39 号墳
2009 栃木県教育委員会 42 号墳（吾妻古墳）
2010 栃木県教育委員会 42 号墳（吾妻古墳）
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に源を発し、山間を南東に流れる。吾妻古墳のそばの合流点付近からは流れを南に変えるが、小山市に入る

とさらに南西に流れを変え、渡良瀬川に合流する。吾妻古墳を載せる台地は、国谷台地中位面に相当し、北

は壬生町安塚付近から、南は小山市飯塚付近までを占めているが、吾妻古墳の北方約２㎞の、台坪付近で細

く低くなっており、それ以南が独立丘陵状を呈する。藤井付近の標高は 55 〜 56 ｍである。西側は江川、黒

川、思川に面して崖面を形成し、東側は姿川に画されている。古墳が所在する台地面は、西側が河川に直接

面しているが、東側の姿川との間には谷一条が入る。この谷は、北は壬生町星ノ宮の厳島神社付近から始まり、

南は下野市紫付近の姿川の低地にまで及ぶ。姿川は宇都宮市鞍掛山付近に源を発し、宝木台地西縁を南に流れ、

小山市黒本で思川に合流する。その合流点付近には摩利支天塚・琵琶塚古墳が位置している。吾妻古墳はこ

の谷の中央付近の西側縁辺に所在している。古墳付近はほぼ平坦であるものの、前方部南東隅角付近からこ

の谷に合流する小支谷が延びている。吾妻古墳を直接臨めるのは、この小支谷だけで、黒川等の大河川から

は直接には臨めない、奥まった位置にある。

参考文献 

阿久津純　1984　「Ⅰ地形分類図」『土地分類基本調査』　栃木県企画部土地対策課 

第２節　吾妻古墳の現状

　古墳はコナラ等の落葉広葉樹が主体を占める平地林の中にある。赤松も混じるがそのほとんどが立枯れし

ており、落葉広葉樹を中心とした林に変りつつある。周堀外北東側や南側には杉が植樹されている。周辺に

は工場や集積場が作られ、開発が進みつつあるものの、墳丘や周堀の遺存状況は良好である。野ウサギやキ

ツツキ類が生息しており、自然環境も比較的良好に残っている。

　墳丘は、主軸Ｎ－ 11°－Ｗで前方部が南東を向いており、二段が確認できる。一段目は低く幅広いので、

基壇と呼ばれている。後円部墳丘第二段には北側斜面に山道に伴う崩れが見られる。この窪みは、近所の住

民の話によると、以前はかなり深い穴であったということである。しかし、墳頂には掘削に伴うような窪み

は見られず、主体部の存在を示すような痕跡は認められない。墳頂では平坦面が狭く、括れ部ではほとんど

見られない。前方部墳丘第二段は、前端部分が窪んでいるが、石室は完全に埋没しており、調査前は視認す

ることができなかった。石材を取り出したときに押し出された土砂の高まりが前方部墳丘前端第一段の平坦

面から斜面にかけて見られる。また、後円部墳丘第一段平坦面東側には、藤井 43 号墳とされた直径５ｍ程の

高まりが見られる。くびれ部東側の墳丘第一段斜面と周堀外縁には土手状の高まりが周堀の内外をつなぐか

のように突き出しており、陸橋若しくは造出と考えられていた。以上のものを除くと、墳丘第一段は平坦な

面が一周している。周堀外縁の西側は墳丘に沿って前方後円形を描くが、東側はくびれ部南側付近が最もふ

くらんでおり、左右対称にはならない。

周堀外西側には低い土手状の高まりが見られる。後円部付近から北側に向かい、古墳の外縁から離れて北側

に直線的に延びている。平成 19 年度の調査では古墳築造時の遺構ではないと判断できた。後円部西側外縁付

近には藤井 39 号墳がその高まりに近接して存在する。前方部南西側は高まりの西縁に沿って舗装道路が作ら

れており、後円部西側で西に折れていく。

　古墳内には、後円部北側周堀外から周堀内に降りて墳丘上へ至る小道が、北西部から南に延びている。こ

の道は古墳の周堀外縁、墳丘内縁をやや窪めて作られている。周堀底面は、降雨時に水たまりができる箇所

があるものの、ほぼ平坦であり、堀底を容易に一周できる。周堀底面は北部と西部が高く、南部と東部が低

い。底面の高低差は 60 ～ 70 ㎝ほどで、この規模の古墳としては小さい。後円部北東側周堀外には地境に沿っ

て走る小道がある。この小道は東側と南側は指定地外まで延びている。砂利が敷かれており、人通りも現在

より多かったものと思われる。 

第３節　周辺の主な遺跡

　吾妻古墳は古墳時代後期の大型前方後円墳である。吾妻古墳周辺には同時期の大型古墳が、鹿沼市南部、

壬生町、下野市、小山市北部にかけての、思川と田川の流域に集中して存在する。それらは、黒川・思川の

方向から見ると、比較的台地奥に築造されており、黒川・思川から直接見えないものが多い。しかし吾妻古

墳同様小支谷に面しているものが多く、低地からの通行、生産基盤との関係を予測させる。県内には大型古

墳が複数存在する地域はみられるが、これほど密集する地域は他に存在しない。
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　この地域の大型古墳のうち最初に築造されたと考えられているのは、吾妻古墳の約 3.5 ㎞南に位置する小

山市摩利支天塚古墳（墳丘長 120.5 ｍ）(岩崎・森田・富永・稲葉・鈴木 1983)・琵琶塚古墳（123.1 ｍ）(岩

崎・三沢・三沢 1994) である。これ以前の大型古墳は、約 11.5 ～ 12.5 ㎞北東に位置する、５世紀前半に築

造された宇都宮市笹塚古墳（辰巳 1976）、５世紀中葉に築造された塚山古墳（常川・石川・熊倉 1979、石部 

1990、石部・齋藤 1991、石部他 1995）である。５世紀中葉から後葉にかけて塚山古墳群が形成された後に、

摩利支天塚古墳・琵琶塚古墳が築造されたと考えられている。摩利支天塚古墳・琵琶塚古墳はいわゆる基壇

を持たず、埴輪も塚山古墳以来の特徴を残しているので、前代からの系譜を引き継いでいると考えられる。

このことから、首長権が宇都宮南部からこの地域へ移動したと想定されている。ただ、より近接する小山市

北部には、思川低地の寒川古墳群（久保他 1981）で５世紀後葉の茶臼塚古墳（77 ｍ）（八巻・尾島 1979）、６

世紀前葉の三味線塚古墳（55 ｍ）（三沢・鈴木 1980）やや北方には６世紀後葉の篠塚稲荷古墳（62 ｍ）（森田

1981）というように、大型古墳が継続的に築造されており、先行する勢力が存在していたことを窺わせ、集

団自体の移動を考えなくてもよい状況にある。それに対して、吾妻古墳も含めて思川・田川地域の台地上の

大型古墳は摩利支天塚古墳・琵琶塚古墳以降に築造されたと考えられている。

　吾妻古墳と同様の幅広い墳丘第一段平坦面を有する前方後円墳には、約 10 ㎞北に壬生町茶臼山古墳（91

ｍ）・ 長塚古墳（77 ｍ）（君島 2002）、判官塚古墳（60.9 ｍ）（津野 2009）、約３㎞北に愛宕塚古墳（78 ｍ）（君

島 2005）・牛塚古墳（60 ｍ）（君島 1993）・ 約１～２km 南に下野市山王塚古墳（90 ｍ）（小森・黒田 1988、

1989、1990）・国分寺愛宕塚古墳（78.7 ｍ）（山越 1979）・甲塚古墳（66 ｍ）（秋本・大橋・水沼 1989、国分

寺町教委 2005、山口・木村 2008）、約６㎞北東に横塚古墳（70 ｍ）（岩淵・田代 1984）・約６㎞東に御鷲山古

墳（85 ｍ）（山ノ井・水沼 1992）・約 8.5 ㎞東に三王山古墳（80.5 ｍ）（水沼 1992）がある。

　これらよりやや離れた地域では、約 13 ㎞北に鹿沼市下台原古墳（73 ｍ）（内山 1985）、約 16 ㎞東に真岡市

八木岡瓢箪塚古墳（111.1 ｍ）（山越 1976、秋元 2007）、約 31 ～ 2km 南西に足利市正善寺古墳（103 ｍ）（前澤・

市橋・柏瀬・足立 1989、前澤・市橋・柏瀬 1990）・永宝寺古墳（66 ｍ）（斎藤 2002、2004）がある。

　吾妻古墳の周囲には群集墳の藤井古墳群（大和久 1967、稲葉・中山 1983、木村 1988、山ノ井 1990、君島 

2001、君島 2010a・2010b）がある。南北 2.2 ㎞、東西 1.3 ㎞の範囲に 83 基の古墳が確認されており、吾妻古

墳はその中で 42 号墳と名付けられている。ただ、吾妻古墳の周辺は比較的密集度が低く、藤井 38 号墳（君

島 1993）のように直径 50 ｍ代と考えられる大型円墳も存在するので、単純に全てを群集墳とは言えない側

面も有している。藤井 12 号墳（黒崎・平山 1997）、藤井 64 号墳（旧国府村 34 号墳：小森・太田・津布楽 

1987）のような中小型前方後円墳もあるが（第３図）、墳丘は円墳が多数を占め、埴輪を持つものもある。内

部主体には竪穴式小石室や横穴式石室が採用されている。家型石棺の出土も伝えられるが現在は不明である。

横穴式石室は玄室が胴張り形で玄門を有し、両袖型である。周溝から続く溝状の墓道を持つものが多い。中

には石組みの前庭部を持つものもある。

　藤井古墳群の南、吾妻古墳の 2.5 ～ 3.5 ㎞南には、摩利支天塚古墳・琵琶塚古墳と小支谷を隔てた西側に

飯塚古墳群（鈴木 1999、2001）がある。秋元陽光・大橋泰夫は藤井古墳群と飯塚古墳群を一体のものととら

えている。藤井古墳群に比べると、鈴杏葉等を出土した竪穴系埋葬施設を持つ飯塚 31 号墳等に古い様相が認

められ、その形成は藤井古墳群より早くはじまると考えられる。飯塚 27 号墳はくびれの弱い前方後円墳の前

方部前端に主体部を有し、吾妻古墳と類似した様相を呈する。横穴式石室は玄門を持たず、玄室と羨道の区

別が不明瞭なものが多く、竪穴系横口式石室に類似し、藤井古墳群の横穴式石室と構造が異なったものが多

数を占める。主体部内に鉄器を多数副葬する古墳が多い。

藤井古墳群と飯塚古墳群の間にも、群集墳が存在する（第３図）。北から調練場古墳群、花見ヶ丘古墳群、山

王久保古墳群、愛宕古墳群、海道西古墳群、小田坂古墳群、北薬師堂古墳群と呼ばれている（国分寺町教育

委員会 2001）。これらの古墳群の中には中型の前方後円墳を含むもの（旧国分寺村第 45 号墳：黒崎・平山・

飯田 1995、旧国分寺村第 44 号墳：黒崎・篠原・平山 1996）もあり、それぞれに独自の形成過程が想定される。

飯塚古墳群の東、琵琶塚古墳の北にはオトカ塚古墳（39 ｍ）（山口・木村 2007）がある。飯塚 27 号墳同様、

前方部前端に主体部を有する点が吾妻古墳と共通するが、前方部が短い、帆立貝形である点は、前述の甲塚

古墳に類似する。これらの群集墳は６世紀後半から７世紀前半にかけて形成されたと考えられている。大型

前方後円墳とは異なり、黒川・思川に面した崖面の方向に密集する傾向がある。

　古墳以外では発掘によって明らかになった遺跡は少ないが、吾妻古墳東側に隣接して吾妻遺跡（吉岡・矢

野 1989、株式会社光伸 1992、君島 1993）がある。吾妻遺跡は奈良・平安時代の集落を主体とした遺跡であるが、

近年Ｃ地点では古墳時代前期の竪穴住居跡が発見され、吾妻古墳築造以前の集落の存在が確認できた。現在
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の所、古墳時代後期の遺構は発見されておらず、墓域に接するため、集落が形成されなかった可能性がある。

この傾向は壬生町では他の地域でも窺われる。谷を挟んだ東側の台地上には藤井馬場遺跡（大金 1987）がある。

古墳時代前期・中期、平安時代の土師器が採集されており、集落を形成していたと考えられる。
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周堀外縁長 180 165.1 165
墳丘第一段下端長 134
墳丘第一段平坦面長 115 117
墳丘第一段平坦面後円部径 74.3 72.4
墳丘第一段平坦面前方部幅 65.5 66
墳丘第一段平坦面括れ部幅 62
墳丘第二段下端長 90 84.7 85.6
墳丘第二段後円部径 45 41.7 44
墳丘第二段前方部幅 45 41.1 42.2
墳丘第二段括れ部幅 28

全長
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　山ノ井清人　1990　「藤井古墳群」『壬生町史　資料編　原始古代・中世 補遺』　壬生町史編さん委員会

　山ノ井清人・水沼良浩　1992　「御鷲山古墳」『南河内町史　史料編 1 考古』　南河内町史編さん委員会

　吉岡秀範・矢野淳一　1989　『栃木県壬生町　吾妻遺跡』日本窯業史研究所報告第 26 冊　日本窯業史研究所

第４節　研究小史

　吾妻古墳の存在は江戸時代から知られていたようで、石室が露出していたと思われる。『壬生町領史略』に

墳丘と石室の記述が見られる（碧山 1850）。明治期の『下野國古墳図誌』には、明治初年壬生藩の領主鳥居忠

文が赤見堂の庭地に石材を移設したこと、1893（明治 26）年 10 月野寺茂平が石室内を発掘し、懸仏２枚と古

銭数枚が発見されたことが記述されている（著者不明 1900 ｓ）。石室は長さが六尺（1.81 ｍ）、幅・高さが三

尺五寸（1.06 ｍ）と記されている。現在石室の露出が見られないことから、明治以後に埋没が進んだと考え

られる。赤見堂の庭地に移設された石材のうち、凝灰岩の玄門石一枚と天井石一枚が壬生町歴史民俗資料館

敷地内に保管されている。これとは別に、吾妻古墳から運び出されたという伝承のある石材が藤井小学校に

も一枚保管されている。

　栃木県の古墳の概説を最初に行ったのは大和久震平であり、その際に吾妻古墳についての記述を行った（大

和久 1972）。大和久は、周堀と墳丘の間に広い平坦面を有する形状に注目し、墳丘の段築というには幅が広く、

低すぎるため、「基壇」と名付け、墳丘は小さいが占有面積は大きいという墳形の特徴を最初に指摘した。こ

のような墳形の古墳が、栃木県に分布し、中期型の壬生茶臼山古墳・三王山古墳ではまだ明確な平面を形成

せず、墳丘の裾からなだらかな斜面を成すものから、後期型の長塚古墳・御鷲山古墳になると墳丘と周溝の

距離が延び、平坦で広さを増したものに変化するとし、吾妻古墳をその最も完成した形と位置づけた。石室

についてはその編年観から、前方部前端の石室は新しく位置付け、後円部に別の石室が存在することを想定

している（大和久 1972）。

　このような認識のもとで、栃木県史編さん事業において、吾妻古墳の測量が行われた。この時に詳細な実

測図が公表され、埴輪の存在も初めて報告された（山越 1979）。

　岩崎卓也・森田久男は吾妻古墳の埴輪が、2.5 ㎞南方に位置する小山市飯塚埴輪窯跡出土の埴輪にその特徴

が類似することを指摘している（岩崎・森田 1978）。

　岩崎卓也は、６世紀の新興首長系列墳が、名代・子代あるいは部などの管掌者と結びつく可能性が高く、

中期までとは違って、大和政権下の官人的性格が強いとし、基壇を持つ古墳は同族系譜で結び合っていた首

長である可能性が高いとしている（岩崎 1984）。

　1986 年に宇都宮市で行われた古代史サマーセミナーで古墳の編年案が提示された（秋本・大橋 1986）。吾

妻古墳については秋元陽光・大橋泰夫が新たな見解を示している。秋元・大橋は、思川・田川地域を９の単

位地域に分けた。単位地域とは、古墳が多く存在する地域の中に含まれる、より小さな古墳群のまとまりを

指す。その中で吾妻古墳を、同じ台地上にあることから、摩利支天塚・琵琶塚古墳と同系列上に位置付けた。

そして、前方部が基壇を持つ古墳の中で最も未発達であること、普通円筒埴輪の存在、飯塚古墳群における

類似した墳形から推定した年代から、吾妻古墳に対して、琵琶塚古墳に後続する年代を与えており、従来の

年代観より遡らせている。それまで年代を下げる要因としていた石室についても、切石の発達度が年代を遅

らせる要因にする必要がないとし、前方部だけでなく後円部に未発見の石室があるとみるよりも、飯塚古墳

群の類似した墳形の古墳の石室が前方部前端にのみ石室を有することから類推すると、前方部にのみ石室を

有すると判断しても差し支えないと判断している。その上で基壇を持つことと前方部のみに石室を有するこ

とを特徴として持つ古墳を「下野型古墳」と命名し、それが首長連合・同盟関係の結果であり、吾妻古墳を

その中で最古のものと位置付けている（秋元・大橋 1988）。

　基壇の特異性を地域の独自性として位置付け、政治的背景を想定した点が画期的であったが、この結論は、

大和久が基壇の完成形で最新とした吾妻古墳を、逆に基壇の祖形で最古と位置付けることになり、それまで

の理解と大きく異なるものとなった。さらに大橋泰夫は切石石室の編年を行い、それを栃木県内の最高首長

の採用する墓室として位置付け、次代まで続く田川・思川地域の卓越性を主張している（大橋 d1990）。 

　下野型古墳の提唱に対しては、池上悟、上野恵司の批判がある。池上は栃木県の横穴式石室を検討する中

で吾妻古墳の石室が前方部のみではなく、後円部にもある可能性を指摘している（池上 1988）。上野は、基壇

に類似した墳形は群馬県にも存在するので、栃木県のみの特徴とは言えないとし、前方部の石室についても、

池上の指摘のような後円部にもある可能性と、千葉県姫塚古墳や変則的古墳（常総型古墳）に主体部が前方
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部にのみある例を挙げて、栃木県だけの特徴ではないことを指摘し、下野型古墳の存在に疑念を表明している。

年代については、墳形から６世紀後葉に近い中葉、石室から７世紀前葉に近い初頭と位置付けている。石室

については秋元・大橋が出雲の石棺式石室との対比により古い要素とした玄門の刳り込みを、栃木県の横穴

墓の検討によって新しい要素としており、全く逆の結論に至っている（上野 1992）。結果的には大和久の変遷

観に近いものとなっている。

　内山敏行は、上野の説を、「下野総体の首長」を頂点に、６階層の切石石室の下に横穴被葬者が従属する極

めて成層化された社会像と評している。そして、最高首長権が絶えずルーズに交代するのなら、石室類型を

共有する親族集団間の緩い合議制は考えられないかと提案している。吾妻古墳の石室の半世紀後の追加構築

には、前方部前面の石室例が多い（壬生町上原・小山市飯塚・真岡市山崎）ので、そのように見る必要はな

いとしている。甲塚古墳の刳抜玄門の否定もその必要はないとしている（内山 1993）。

　これらの論議を通して、吾妻古墳に対する遺構論的位置付けはともかく、年代論的位置付けは、琵琶塚古

墳の後で埴輪消滅の前、６世紀中葉から後葉にほぼ固まったと言ってよい。 

 折しも、壬生町史編さん事業で、測量が行われ、栃木県史より詳細な実測図が公表された。それと共に、後

円部墳丘第二段中位の円筒埴輪列の存在、先述の運び出された石材の報告といった新知見も記述されている

（山ノ井 1987）。栃木県史と壬生町史の計測値は、年月の経過や測量方法の違いによって違いが生じているが、

どの部位を「全長」と見ているかに、墳丘に対する認識の違いが現れている（第２表）。 

　先述の秋元・大橋の論考でも墳丘長と基壇長を併記することで古墳の規模を記述しているが、この問題は

白石太一郎によって言及されている。白石は、栃木県の基壇が墳丘の一部であることから、盛り土の有無に

関わらず、基壇の下端を墳丘長として計測することが望ましいことを主張した。栃木の地域性を認めた上でも、

従来の計測方法では他地域との比較研究に齟齬をきたす原因になると苦言を呈している（白石他 1990）。これ

に対して、秋元陽光は基壇を含む計測値は盛土量を反映しないから、墳丘規模としては疑問があるとしたが（秋

元 1992）、内山敏行は地山成形部を含む墳長は、その墳丘を造ることを認められた被葬者の社会的政治的地位

の指標として意味を持つので、墳丘長より盛土量を優先させる秋元の考えを批判している（内山 1993）。

　墳丘規模を表すのに、周溝内縁上端を墳丘長若しくは基壇長とする考えは、稲荷２号墳のように周溝内縁

上端が「最も明確な線としてあらわれ」ていると判断される例（梁木 1985）もあり、「周湟内縁下端は周湟を

掘った結果生じるものであり、企画（設計）段階では意味を持たない」とする意見に、秋元は同調しているが、

墳丘規模を比較する場合には墳丘長を周溝内縁下端で計測することには妥当性を見出している（秋元 2000）。

　このような墳丘規模に対する認識の違いは、基壇の下端は発掘調査を経ないと確認できないという、発掘

調査の有無に左右されるところが大きい。基壇の場合、後世の削平によって墳丘の範囲が不明瞭になってい

る古墳も多い。

　土生田純之は、栃木県の石室内からは土器の出土が認められないことから、基壇は、かつて墳頂部で実施

されていた共同体成員参列のもとの首長権継承儀礼と類似した儀礼を墳丘裾部で行うために創出されたもの

であり、旧来の社会構造の残存の具体的表現との理解を示した。このような状況は、畿内との関連、黄泉国

思想に基づく葬送儀礼とその受容の仕方において、隣接する群馬県と対照的であり、両地域の歴史的背景の

相違が想定されるとした（土生田 1996)。秋元・大橋が基壇の独自性から政治的背景を想定したのに対して、

儀礼的背景を想定しており、新たな解釈の可能性が示された。

　白石の指摘の後、稲垣圭子や齋藤恒夫は、基壇の下端を墳丘長として全長 134 ｍと表記している（稲垣 

1997、齋藤 2000)。以後、この数値が吾妻古墳の全長として定着していき、吾妻古墳が栃木県最大の古墳であ

るという認識が次第に広がった。ただ、吾妻古墳の全長と表現される場合、第二段墳丘長や第一段平坦面（基

壇）長が表記される場合が多かったので（第２表）、いずれもその規模の突出性に注意が払われることが少な

かった。 

　従来、栃木県最大の古墳は琵琶塚古墳、摩利支天塚古墳として認識されていたので、この変化は栃木県の

古墳時代像に大きな影響を与えた。斎藤恒夫は御鷲山古墳の外形復元を行う際、「基壇」を第一段平坦面、「基壇」

及び基壇下の墳丘を墳丘第一段と呼称し、墳端を墳丘第一段下端として、通常の古墳の段築構造と基壇の対

応関係を明確にした。そしてそのような計測法に従うと吾妻古墳が栃木県最大であることを指摘した。ただ

し盛土量は多くはなく、墳丘築造に要する労働量により序列をつけるとすれば、これまで通り琵琶塚古墳が

最大であることは変わらないと評価した。このように、古墳の大きさの評価を盛土量と墳丘長のどちらを重

視するかは、完全に決着がついたとは言えない状況にある。さらに、基壇の形態については、前方部前面が

狭くなるもの、前方部前面に平坦面が巡らないものがあることを指摘した（齋藤 2000）。
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　秋元陽光・齋藤恒夫は、栃木県の首長墳の変遷を論ずる中で、吾妻古墳で最大化することを指摘した。そ

の後の様相として、多地域で首長墳が築かれるが規模の格差が見られなくなること、後期群集墳が各地に出

現すること、下野型古墳の要素が各地域の中小古墳に取り入れられることから、国分寺地域の首長層の影響

力が強く作用していることを想定しており (秋元・齋藤 2001)、前述の大橋の論説を推し進めている。

　塚田良道は関東地方の後期大型古墳を論ずる中で、吾妻古墳について言及している。その大きさを 117 ｍ

とし、後円部における第一段中心点と第二段中心点が異なり、前方部よりに移動していると見ている。塚田

は中期において関東地方の大型古墳の墳形は畿内の巨大古墳と同形若しくは相似形のものが多いのに対して、

後期には前代の墳形を踏襲するものや地域独自の墳形を採用するものが出現するとしている。そしてこのよ

うな独自性の背景に、中期古墳における権威秩序付与の崩壊後の日本列島における政治構造の転換を想定し

ている（塚田 2002）。

　沼沢豊は、それまで企画論において俎上にのぼることのなかった基壇のある古墳を、自身で開発した方法

論によって、他の古墳の墳形と比較検討を試みている。その結果、企画論的にも基壇の下端を墳丘長ととら

えるべきことを主張している。それまでにも墳丘の企画論的研究は行われていたが、畿内の大型古墳を中心

とした研究であり、それと対比できたのは琵琶塚古墳までであったが、基壇も他の古墳と共通する企画原理

によって説明できることを示した。そして企画の変化から、茶臼山→壬生愛宕塚→吾妻という典型的な基壇

古墳への道筋がたどれ、基壇の低平化やテラス幅の最大化によって吾妻→長塚という展開を示した（沼沢 

2004）。このことによって、吾妻古墳を基壇を持つ墳丘の中で最も典型的なものと見るという、大和久の見解

を追認したかたちになった。ただし沼沢はここでは典型化の方向を年代順に置き換えることをしていない。

このように、同じ吾妻古墳の墳形に対する検討でも、基壇の典型化と前方部の発達度のどちらを優先させて

年代を決定するかで、年代的位置付けが変わることが明らかになった。このことは吾妻古墳の歴史的位置付

けに関わることになる。吾妻古墳を最古の基壇を持つ古墳と位置付けると、その出現を画期的と見ることに

なり、最新と位置付けるとその出現は漸移的と見ることになる。

　草野潤平は、思川・田川地域を 24（25）の単位地域に分け、それぞれの地域の傾向を記述した。単位地域

の設定は秋元・大橋が主に大型古墳に主眼をおいて設定したのに対し、ここでは中小の古墳から成るいわゆ

る群集墳も含めて、より悉皆的にその設定を行っている。そして思川流域では 60 ｍ以上の大型古墳が集中的

に営まれているのに対し、田川流域では各単位地域に１基ずつ存在するのみであり、20 ～ 60 ｍの中規模古墳

は思川流域と田川流域は明瞭な地域差をもって一線を引くことができるとしている（草野 2006）。このような

見解は、流域毎の地域区分のさらなる細分と歴史記述の可能性を示している。

　広瀬和雄は、東国の政治動向を語る上で、この地域を、下野市、上三川町、壬生町にひろがる後・終末期

古墳を一体的に把握するため秋元陽光が命名した下野古墳群（秋元 2007）として論じている。広瀬はこの地

域の古墳をＡ～Ｇの７つのグループに分類し、各グループは２～４代にわたって一代一墳的に形成された首

長系譜を形づくっているとしている。それらは各地に分散居住していた７首長が政治的要因で墓域を統合し

た蓋然性が高く、6世紀後半に下野地域の首長層の政治的再編が中央政権のてこ入れによって行われた結果と

考えた。そして下野型古墳という新しい墳墓様式は、基壇式墳丘、主体部前方部築造、石棺式石室（秋元・

大橋等の切石石室）という他地域のモデルを組み合わせて作られたもので、７系譜に及ぶ首長層の集団帰属

意識や彼我の一体性を高めるためのもので、自然石積みの胴張り横穴式石室や切石両袖式石室を埋葬施設と

した同じ下野地域の他首長層や中間層や民衆とのイデオロギー的差別化をはかるためのものであったと評価

した。広瀬は東国の後期・終末期古墳には、中央と地方、地方の中での首長同士や首長と民衆の間に形づく

られた政治秩序が、西日本では希薄化してきたこの時期に、まだ残っており、伝統的政治秩序の表象が維持

され続けたと考えている（広瀬 2008）。

　加部二生は、毛野国の首長墓の動向を論じる中で、吾妻古墳を墳丘長 134 ｍで前方後円墳集成編年 10 期（広

瀬 1991）としては国内最大規模と評価し、それまでの上毛野の優位が吾妻古墳によって下毛野優位に転換し、

後の下野薬師寺の建立や新撰姓氏録における下毛野氏の序列に見られる躍進の萌しを指摘した（加部 2009）。

毛野国の考古学的研究は、尾崎喜左雄（尾崎 1970）、梅沢重昭（梅沢 1978）、前沢輝政（前沢 1982）によって

成されてきたが、吾妻古墳の重要性がこれほど強調されたことはかつてなかったと言ってよい。

　以上の研究成果からも、吾妻古墳の位置付けが栃木県だけでなく、関東はもちろん、全国的な古墳の位置

付けの中で重要な位置を占めることが理解できる。
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第２章　遺跡の周辺と研究小史



第６図　吾妻古墳トレンチ配置図（Ｓ＝１：1,200）
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第３節　周辺の主な遺跡
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第７図　１トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）　
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第３章　調査の成果

第 1節　基準杭の設定

　発掘区を設定するための基準杭を、古墳の各部の特徴が読み取れる位置に建植した。

　最初に、後円部墳頂中心（杭１）と前方部墳頂最高所中心（杭３）に原点を設定し、それを結んだライン

を設定して、古墳主軸とした。その角度はＮ -11° - Ｗ、杭１と杭３の距離は 39.000 ｍである。杭１から主

軸上を杭３の方向へ 18.000 ｍ南下した地点が前方部と後円部の間で最も低い地点であったので、そこを括れ

部頂と判断して、杭 28 を建植した。

　後円部頂（杭１）からは、主軸上の北方向（42.000 ｍに杭 17、65.000 ｍに杭 14、95.000 ｍに杭 13）、主

軸に対して直交方向（西へ 35.000 ｍに杭 21、60.000 ｍに杭 20、東へ 35.000 ｍに杭 23、65.000 ｍに杭 24、

105.000 ｍに杭 25）、 主軸に対して 45°の方向（北西へ 63.000 ｍに杭 16、北東へ 63.000 ｍに杭 18、北へ

60.000 ｍ・南へ 60.000 ｍに杭 15）に杭を建植した。

　括れ部頂（杭28）から、墳丘東側の突出部先端に向かう線上で30.254ｍに杭29、65.551ｍに杭30を建植した。

杭 24 と杭 30 を結んだ線は古墳主軸と平行である。その角度は杭 28 から杭３を見返って東へ 82° 34′ 29″

である。それに合わせるため、同じ角度を西へ振ると、第一段上端の括れ部に相当する位置を通る。そこで

30.254 ｍに杭 27、60.512 ｍに杭 26 を建植した。

前方部頂（杭３）を見通して東に 82° 34′ 29″振った方向に、周堀内縁に杭 29（杭 28 から 30.254 ｍの地点）、

周堀外縁に杭 30（杭 28 から 60.508 ｍの地点）を建植し、それを結んだ線上から南側にトレンチを設定して

掘削した。

　前方部頂（杭３）からは、主軸上の南（30.000 ｍに杭７、93.000 ｍに杭 11）、主軸に対して直交（西へ

70.000 ｍに杭２、東へ 90.000 ｍに杭４）の方向に杭を建植した。

　前方部頂（杭３）からは、主軸上を 15.000 ｍ南下した地点から、主軸に対して直交（西へ６ｍに杭 31、東

へ５ｍに杭 32）の方向に杭を建植した。

　前方部前端（杭７）から主軸に対して直交（西へ 30.000 ｍに杭６、70.000 ｍに杭５、東へ 30.000 ｍに杭８、

90.000 ｍに杭 9）の方向に杭を建植した。

　前方部西隅角（杭６）から主軸に対して平行の方向に南へ 57.000 ｍに杭 10 を建植した。杭 27 と杭６を結

んだ線は古墳主軸と平行である。

　前方部東隅角（杭８）から主軸に対して平行の方向に南へ 67.000 ｍに杭 12 を建植した。杭 29 と杭８を結

んだ線は古墳主軸と平行である。

　藤井 43 号墳とされている墳丘第一段平坦面上にある地膨れにもトレンチを設定できるように、杭 23 から

主軸上を北へ９.000 ｍに杭 22 を建植した。杭 23 と杭 22 を結んだ線は古墳主軸と平行である。

　隣接する藤井 39 号墳と吾妻古墳との関係を判断するため、39 号墳墳頂から座標東に 22.000 ｍの地点に、

杭 19 を建植した。杭 19 と杭 20・杭 26 は一直線上にあり、３点を結んだ線は吾妻古墳主軸と平行である。

　前方部前端の埋葬主体部（吾妻の岩屋）を探索するため、杭３と杭７を結んだ主軸線上の杭３から 15 ｍ南

の地点で直交する線上の 6.000 ｍ西に杭 31、5.000 ｍ東に杭 32 を建植した。

第２節　各トレンチの所見

１トレンチ

　吾妻古墳東側の周堀外の遺構の有無及び墳丘・周堀の形状を確認するため、墳丘主軸に対して直交するよ

うに、前方部墳頂（杭３）と杭４を結んだ線の南側に設定した。

　周堀外には古墳に伴う遺構、遺物は認められなかった。ローム層の上には暗褐色土層（Ⅲ層）、黒褐色土（Ⅱ

層）、褐色土（Ⅰ層）が堆積する。杭４付近の第１地点では、AT（姶良・丹沢火山灰層）がⅢ層下位から微量、
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第１節　基準杭の設定
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第８図　２トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）　
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第３章　調査の成果



A ｓ - ｃ（浅間 C 軽石層）がⅢ層上位から、Hr − FP（榛名山二ツ岳軽石層）がⅢ層上位からⅠ層にかけて、A

ｓ -B（浅間 B軽石層）がⅠ層から検出された。

　周堀は鹿沼軽石層まで掘り込まれている。周堀の覆土は、周堀外縁と内縁の際にロームを主体とする土層（4a

〜 4d 層）が最初に堆積し、その上に周堀内全体を覆うように黒色の土層（3・3b 層）が、さらにその上に褐

色を帯びた土層（1 〜 2 層）が堆積する。周堀中央（第 2 地点）の、3 層の中に挟まれるように、底面から約

20 ㎝上位に Aｓ -B の集中（3c 層）が層状に認められる。3b 層の上面には鉄分の沈着が認められ、水が溜まっ

ていたと考えられる。埋没土量は少なく、中央部分での現地表から周堀最底面までの深さは 30 ㎝である。

　周堀外縁は、下半分では 50 ㎝程急激に立ち上がるが、上半分で緩く傾斜する。周堀内縁の墳丘第一段斜面

は現地表標高 54.40 ｍ付近の地点で立ち上がる。その立ち上がりは周堀外縁に比べると緩やかであるが、墳

丘西側の立ち上がりに比べると急激である。斜面には下から、鹿沼軽石層、ローム層、漸移層、黒色土（ⅱ層）

が露出している。墳丘第一段平坦面では黒色土の上に盛土（暗黄褐色土：Y層、暗褐色土：ⓨ層）がある。黒

色土には肉眼でも白色粒が観察できたので理化学分析を行ったところ（第３地点）、上部で Hr − FP、下部やや

上で Aｓ -ｃ、下部で微量の AT が検出された。これらのことから、黒色土（ⅱ層）は周堀外の黒褐色土（Ⅱ層）

と対応する、旧表土層と考えられる。

　墳丘第一段（基壇）は、ほぼ水平にロームブロックを土盛りしており、墳丘第二段裾と墳丘第一段外縁の

旧表土上面の比高差から窺える盛り土の厚さは約80㎝である。第二段裾から120㎝東に浅い落ち込みがある。

平坦面中央から外縁にかけて埴輪の出土はほとんどないが、墳丘第二段裾からは多量に埴輪が出土しており、

埴輪列が存在した可能性が高い。

　墳丘第二段斜面は黒色土と鹿沼軽石層のブロックを積み上げている。７トレンチに比べて黒色土の割合が

大きい。墳頂から９ｍ付近の斜面中位にも埴輪が集中して出土する平坦面があり、その標高は 60 ｍくらいで

ある。埴輪列や段築がある可能性がある。

　墳頂平坦面は現地表から 5 ㎝程下で、鹿沼軽石層のブロックによる盛土が確認できた。埴輪は出土したが

原位置を保つものではない。出土した遺物は、大部分が円筒埴輪であるが、形象埴輪もわずかに出土している。

他に墳丘第一段から銅銭（淳熈元寶）が 1点出土している。

２トレンチ

　吾妻古墳東側の周堀の範囲及び周堀外の遺構の有無を確認するため、墳丘主軸に対して直交するように、

前方部東隅角（杭８）と杭９を結んだ線の南側に設定した。

　周堀外には古墳に伴う遺構、遺物は認められなかった。ロームへの漸移層（Ⅳ層）の上には、褐色土（Ⅲ層）、

黒褐色土（Ⅱ層）が堆積する。

　周堀は鹿沼軽石層まで掘り込まれている。周堀の覆土は周堀外縁側にロームを主体とする褐色土層が第一

に埋没し、その上に周堀内全体を覆うように黒色土が、さらにその上に暗褐色土層が堆積する。周堀外縁は

下半分では 90 ㎝程急激に立ち上がるが、上半分で緩く傾斜する。１・６・７トレンチと比較すると、周堀外

縁が南へいくほど西に向かい、前方部幅があまり広がらないことが窺える。周堀内縁の墳丘第一段斜面は現

地表標高53.70ｍ付近の地点で立ち上がる。その立ち上がりは周堀外縁や１トレンチに比べると緩やかである。

遺物は周堀内から埴輪が数片、周堀外から縄文土器が一片発見されたのみである。

３トレンチ

　吾妻古墳南側の周堀の範囲及び周堀外の遺構の有無を確認するため、墳丘主軸に対して平行するように、

前方部東隅角（杭８）と杭 12 を結んだ線の西側に設定した。

　周堀外には古墳に伴う遺構、遺物は認められなかった。ロームへの漸移層（Ⅳ層）の上には、褐色土（Ⅲ層）、

黒褐色土（Ⅱ層）が堆積する。

　周堀は鹿沼軽石層まで掘り込まれている。周堀の覆土は周堀外縁側にロームを主体とする褐色土層が第一

に埋没し、その上に周堀内全体を覆うように黒色土が、さらにその上に暗褐色土層が堆積する。周堀外縁は

10°程で緩く立ち上がる。調査したトレンチの中で、周堀底面と周堀外縁の高低差が最も小さい。このこと

は周囲の地形が東に向かって低く傾いていることによるものと考えられるが、周堀壁の傾斜の緩さや２トレ

ンチでの周堀外縁の向かう方向を考慮すると、古墳築造時に前方部南東隅を浅くしようとする意図が働いた

ためとも考えられる。周堀内縁の墳丘第一段斜面は現地表標高 53.80 ｍ付近の地点で立ち上がる。その立ち

上がりは外縁に比べて急激であるが、１トレンチの内縁に比べると緩やかである。斜面には下から、鹿沼軽

19

第２節　各トレンチの所見



20

第９図　３トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）　
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石層、ローム層が露出している。遺物は周堀内から埴輪が数片発見されたのみである。

４トレンチ

　吾妻古墳南側の周堀外の遺構の有無及び墳丘・周堀の形状を確認するため、墳丘主軸線上の、前方部前端（杭

７）と杭 11 を結んだ線の西側に設定した。

　周堀外には古墳に伴う遺構、遺物は認められなかった。ロームへの漸移層（Ⅲ層）の上には暗褐色土（Ⅲｂ層）、

黒褐色土（Ⅱ層））が堆積する。

　墳丘第一段平坦面から周堀内縁にかけて、丸く隆起した場所がある。一見、陸橋や造出に見えるが、この

地区の北側にはかつて「岩屋（横穴式石室）」が存在し、石材が取り出されたと言われる地区があり、その部

分は墳丘第二段が大きくえぐり取られている。この隆起する地区はその際の流出土がたまったものと予想さ

れたため、それを確認するため、断ち割り調査を行った。その結果、この地区では、ロームや鹿沼軽石層を

主体とする土層（ろ層）が、他のトレンチで覆土と判断した土層（1・3層）の上にのっていることが確認され、

隆起部分が形成されたのは、周堀が完全に埋没した後であることが判断できた。このような所見から、当初

の予想通り、この隆起部分が古墳時代の施設ではないことが判明した。

　周堀は鹿沼軽石層まで掘り込まれている。周堀の覆土は、周堀外縁と内縁の際にロームを主体とする土層（4a

〜 4d 層）が最初に堆積し、その上に周堀内全体を覆うように黒色の土層（3・3b 層）が、さらにその上に褐

色を帯びた土層（1〜 2層）が堆積する。周堀の埋没土量は少なく、中央部分での現地表から周堀最底面まで

の深さは 30 ㎝である。周堀中央付近、底面から約 10 ㎝上位に Aｓ -B（3c 層）の細粒がわずかに認められる。

　周堀外縁は、他のトレンチに比べて、緩く立ち上がる。墳丘第一段斜面は現地表標高 54.80 ｍ付近の地点

で立ち上がる。その立ち上がりは墳丘西側の立ち上がりに比べると急激である。斜面には下から、鹿沼軽石層、

ローム層、漸移層、旧表土層（黒色土：ⅱ層）が露出している。黒色土の上に盛土（鹿沼軽石土：K層、暗褐

色土：ⓨ層）がある。黒色土は、周堀外の黒褐色土（Ⅱ層）と対応する、旧表土層と考えられる。

　墳丘第一段（基壇）は、下から鹿沼軽石、ロームの順にブロックを土盛りして、ほぼ水平に仕上げている。

　周堀内、墳丘第一段から拳大の川原石、凝灰岩の破砕片、埴輪片、須恵器片、陶磁器片、砥石が出土した。

川原石は拳大のものが多く、主体部の裏込めや敷石に使用されたものと考えられる。凝灰岩破砕片は小さい

ものが多いが、中には面取りの加工が分かるものも存在する。陶磁器片は江戸時代以降のものが多く、石室

開口以降に流入したものと考えられる。

５トレンチ

　吾妻古墳南側の周堀の範囲及び周堀外の遺構の有無を確認するため、墳丘主軸に対して平行するように、

前方部西隅角（杭６）と杭 10 を結んだ線の西側に設定した。

　周堀外には古墳に伴う遺構、遺物は認められなかった。ロームへの漸移層（Ⅳ層）の上には、褐色土（Ⅲ層）、

黒褐色土（Ⅱ層）が堆積する。

　周堀は鹿沼軽石層まで掘り込まれている。周堀の覆土は周堀外縁側にロームを主体とする褐色土層が第一

に埋没し、その上に周堀内全体を覆うように黒色土が、さらにその上に暗褐色土層が堆積する。周堀外縁は

下半分では約 70°程で急激に 150 ㎝立ち上がるが、上半分で緩く傾斜する。６・７トレンチと関連させて想

定すると、前方部南西隅角が南東隅角と違ってかなり深く掘削されていたことが窺える。周堀内縁の墳丘第

一段斜面は現地表標高 53.80 ｍ付近の地点で立ち上がる。その立ち上がりは外縁に比べて緩やかであるが、

中位から更に緩やかになる。斜面には鹿沼軽石層が露出している。遺物は周堀内から埴輪が数片発見された

のみである。

６トレンチ

　吾妻古墳西側の周堀の範囲及び周堀外の遺構の有無を確認するため、墳丘主軸に対して直交するように、

前方部西隅角（杭６）と杭５を結んだ線の南側に設定した。

　周堀外には古墳に伴う遺構、遺物は認められなかったが、土坑が確認された。土手状に見える高まりの一

部を断ち割り調査したが、高まりが見られるのは、最上層のみで、その下は黒褐色土（Ⅱ層）からロームへ

の漸移層（Ⅳ層）までほぼ自然堆積と見られる様相を呈しているため、古墳時代の遺構ではないと判断した。

　周堀は鹿沼軽石層まで掘り込まれている。周堀の覆土は周堀外縁側にロームを主体とする褐色土層が第一

に埋没し、その上に周堀内全体を覆うように黒色土が、さらにその上に暗褐色土層が堆積する。黒色土はこ
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第 10 図　４トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）　
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のトレンチ内での堆積が最も厚く、現地表から周堀最底面までの深さは 1.10 ｍである。周堀外縁は下半分で

は急激に立ち上がるが、上半分で緩く傾斜する。今回調査した周堀内としては最も厚く覆土が堆積している。

５・７トレンチと関連させて想定すると、前方部南西隅角が南東部隅角と違ってかなり深く掘削されていた

ことが窺える。周堀内縁の墳丘第一段斜面は現地表標高 53.80 ｍ付近の地点で立ち上がる。その立ち上がり

は外縁に比べて緩やかであるが、中位から更に緩やかになる。斜面には鹿沼軽石層が露出している。遺物は

周堀内から埴輪が数片、砥石が発見されたのみである。

７トレンチ

　吾妻古墳西側の周堀外の遺構の有無及び墳丘・周堀の形状を確認するため、墳丘主軸に対して直交するよ

うに、前方部墳頂（杭３）と杭２を結んだ線の南側に設定した。

　周堀外には古墳に伴う遺構、遺物は認められなかった。土手状に見える高まりの一部を断ち割り調査したが、

高まりが見られるのが、最上層のみで、その下は黒褐色土（Ⅱ層）からロームへの漸移層（Ⅲ層）までほぼ

自然堆積と見られる様相を呈しているため、古墳時代の遺構ではないと判断した。

　周堀の覆土は、周堀外縁と内縁の際にロームを主体とする土層（4a 〜 4d 層）が最初に堆積し、その上に周

堀内全体を覆うように黒色の土層（3・3b 層）が、さらにその上に褐色を帯びた土層（1〜 2層）が堆積する。

周堀中央の、3 層の上面、底面から約 20 ㎝上位に A ｓ -B の集中（3c 層）が層状に認められる。埋没土量は

反対側の１トレンチよりは多いが、他の古墳に比べれば少なく、中央部分での現地表から周堀底面までの深

さは 90 ㎝である。

　周堀外縁は下半分では 100 ㎝程急激に立ち上がるが、上半分で緩く傾斜する。墳丘第一段斜面はその立ち

上がりが外縁に比べると緩やかで、現地表標高54.00ｍ付近の地点で立ち上がる。斜面には下から、鹿沼軽石層、

ローム層、旧表土層（黒色土：ⅱ層）が露出している。漸移層部分は発掘していない。黒色土の上に盛土（黒

色土：B層、鹿沼軽石土：K層、ロームブロック：R層、暗褐色土：Y層、暗黄褐色土：ⓨ層）がある。黒色土（ⅱ

層）は周堀外の黒褐色土（Ⅱ層）と対応する、旧表土層と考えられる。

　墳丘第一段（基壇）は、ほぼ水平に鹿沼軽石、ロームの順にブロックを土盛りしており、墳丘第二段裾と

墳丘第一段外縁の旧表土上面の比高差から窺える盛り土の厚さは 113 ㎝である。中央から外縁にかけて埴輪

の出土はほとんどないが、墳丘第二段裾からは多量に埴輪が出土しており、埴輪列が存在した可能性が高い。

　墳丘第二段斜面は下位に黒色土、中位や上位に鹿沼軽石のブロックを多く使って積み上げている様子が窺

われる。１トレンチに比べて鹿沼軽石層の割合が高い。墳丘第二段斜面には、墳頂から６〜７ｍ付近に平坦

面があり、その標高は 61 ｍくらいである。埴輪が集中して出土するのは墳頂から 10 〜 12 ｍ付近である。埴

輪列や段築がある可能性がある。墳頂平坦面は現地表から 5 ㎝くらいで、鹿沼軽石層の塊による盛土が確認

できた。墳頂から３ｍ付近に地表面からでも観察できる穴がある。埴輪は出土したが原位置を保つものでは

ない。出土した遺物は、大部分が円筒埴輪であるが、形象埴輪も少量出土している。他に煙管の銅製の雁首

が出土している。

８トレンチ

　吾妻古墳西側で墳丘・周堀の形状を確認するため、括れ部の墳頂（杭 28）と周堀外縁（杭 20）を結んだ線

の南側に設定した。周堀外縁から周堀内、墳丘第一段平坦面から第二段下位にかけての地区を調査した。

　周堀外には古墳に伴う遺構、遺物は認められなかった。

　周堀は鹿沼軽石層まで掘り込まれている。周堀の覆土は、底面に鹿沼軽石主体の層（5層）が内縁や堀底中

央に広がった上に周堀外縁と内縁の際にロームを主体とする土層（4a・4b 層）が最初に堆積し、その上に周

堀内全体を覆うように黒色土（3a 〜 3c 層）が、さらにその上に暗褐色土層（1 〜 2 層）が堆積する。覆土中

からは周堀底面より約 20 ㎝上位で A ｓ -B の集中（3c 層）が層状に認められた。中央部分での現地表から周

堀最底面までの深さは 50 ㎝である。周堀外縁は、下半分では 140 ㎝程急激に立ち上がるが、上半分で緩く傾

斜する。周堀内縁は、現地表標高 53.90 ｍ付近の地点で緩く立ち上がる。立ち上がり方が緩く、斜面が長い。

墳丘第一段（基壇）は、ロームブロックを土盛りして、墳丘第二段裾から墳丘第一段平坦面外縁にかけてほ

ぼ水平に仕上げている。第二段裾から 140 ㎝西に浅い落ち込みがある。墳丘第二段裾からは多量に埴輪が出

土したが、原位置を保つものはない。平坦面中央から外縁にかけて埴輪の出土はほとんどない。

　墳丘第二段斜面下位は黒色土と鹿沼軽石層の塊を積み上げている様子が窺われる。７トレンチに比べて黒

色土の割合が高い。
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第 11 図　５トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）　
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９トレンチ

　吾妻古墳西側の墳丘・周堀の形状を確認するため、墳丘主軸に対して直交するように、後円部墳頂（杭１）

と杭 20・杭 21 を結んだ線の南側に設定した。

　周堀は鹿沼軽石層まで掘り込まれている。周堀の覆土は、周堀外縁と内縁の際にロームを主体とする土層（4a

〜 4f 層）が最初に堆積し、その上に周堀内全体を覆うように黒色の土層（3a 〜 3d 層）が、さらにその上に

褐色を帯びた土層（1 〜 2 層）が堆積する。4a 層と 3d 層の境に、焼土の集中が認められる。周堀中央付近、

底面から約 20 ㎝上位に Aｓ -B の集中（3b 層）が層状に認められる。Aｓ -B は 3 層の中に挟まれるように堆

積している。埋没土量は少なく、中央部分での現地表から周堀底面までの深さは 60 ㎝である。

周堀外縁は下半分では急激に立ち上がるが、上半分で緩く傾斜する。底面は外縁側が 50 ㎝程低い。周堀内縁

は、現地表標高 53.60 ｍ付近の地点で緩く立ち上がり、盛土された墳丘第一段につながる。確認したトレン

チ中では最も立ち上がり方が緩く、斜面が最も長い。斜面には下から、鹿沼軽石層、ローム層、黒色土（ⅱ層）

が露出している。黒色土の上に盛土（暗黄褐色土：Y層、暗褐色土：ⓨ層）がある。黒色土には肉眼でも白色

粒が観察できたことから、黒色土（ⅱ層）は周堀外の黒褐色土（Ⅱ層）と対応する、旧表土層と考えられる。

墳丘第一段の平坦面は、縁辺から 15 ｍ付近まではローム主体の盛土でほぼ平坦であるが、それより墳丘中央

に近づくと鹿沼軽石層主体の盛土となり、ややつま先上がりに高くなった先で急激に立ち上がり、墳丘第二

段となる。墳丘第二段斜面は盛土としてローム、黒色土、鹿沼軽石層が交互に積み上げられている。墳頂か

ら 9.5 ｍ、標高 62 ｍ付近はやや傾斜が緩いが平坦面を形作る程ではない。墳頂は暗黄褐色のロームによる盛

土で、斜面の盛土のローム層より色調が暗く、締まりが弱い。墳頂中央付近には色調が暗褐色を呈する土層

が見られ、土坑が存在すると考えられる。

　遺物は埴輪、須恵器甕破片が出土した。周堀中、墳丘第一段平坦面中央から縁辺にかけての出土は数が少

なく、墳丘第二段裾から斜面にかけての出土が多い。埴輪の中には形象埴輪がある。線刻が格子状に施されて、

黒色塗彩されている。破片のため種類は断定できない。

11 トレンチ

　吾妻古墳北側の周堀外の遺構の有無及び墳丘・周堀の形状を確認するため、墳丘主軸線上の、後円部墳頂（杭

１）と杭 13・杭 14・杭 17 を結んだ線の西側に設定した。

　周堀外には古墳に伴う遺構は認められなかった。遺物は埴輪の破片が１点出土した。ロームへの漸移層（Ⅲ

層）の上には黒色土（Ⅱ層）が堆積する。

　周堀は鹿沼軽石層まで掘り込まれている。周堀の覆土は、ロームを主体とする褐色土層が第一に埋没し、

その上に周堀内全体を覆うように黒色土が、さらにその上に暗褐色土層が堆積する。周堀中央付近、底面か

ら約 10 ㎝上位に浅間Ｂ軽石層の細粒がわずかに認められる。周堀外縁は、底面付近は 40 ㎝程は急激に立ち

上がるが、それより上位は他のトレンチに比べて、緩く立ち上がる。周堀内縁はやや急に、現地表標高 54.20

ｍ付近の地点で立ち上がり、盛土された墳丘第一段につながる。その立ち上がり方は、13 トレンチほど急激

ではないが、９トレンチほど緩やかではなく、墳丘下端が明瞭に確認できた。墳丘第一段の平坦面は、縁辺

から 17 ｍ付近まではローム主体の盛土でほぼ平坦であるが、その先は鹿沼軽石層主体の盛土となり、ややつ

ま先上がりに高くなった先で急激に立ち上がり、墳丘第二段となる。墳丘第二段斜面は盛土としてローム、

黒色土、鹿沼軽石層が交互に積み上げられている。中位には墳丘の窪みから排出されたとみられる土（０b層）

の堆積が見られる。墳頂は暗黄褐色のロームによる盛土で、斜面の盛土のローム層より色調が暗く、締まり

が弱い。墳頂中央付近には色調が暗褐色を呈する土層が見られ、土坑が存在すると考えられる。その長軸は

Ｎ－ 20°－Ｅである。

　遺物は埴輪の破片が出土した。周堀中、墳丘第一段平坦面中央から縁辺にかけての出土は少なく、墳丘第

二段裾から斜面にかけての出土が多い。墳頂縁辺近くで埴輪が数片出土したが、原位置を保つものではない。

他に銅銭（寛永通寶）が 1点出土した。

12 トレンチ

　吾妻古墳北東側の周堀の範囲及び周堀外の遺構の有無を確認するため、後円部墳頂（杭１）から主軸上の

杭 13 を見通して、東へ 45°の方向に向かう杭 18 と杭 15 を結んだ線上から東南側に設定した。

　遺構、遺物は認められなかった。ロームへの漸移層（Ⅳ層）の上には、暗褐色土（Ⅲ層）、黒褐色土（Ⅱ層）

が堆積する。

25

第２節　各トレンチの所見
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第 12 図　６トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）　
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第 13 図　７トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）　
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第 14 図　８・９トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）　
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13 トレンチ

　吾妻古墳東側の周堀外の遺構の有無及び墳丘・周堀の形状を確認するため、墳丘主軸に対して直交するよ

うに、後円部墳頂（杭１）と杭 23・杭 24・杭 25 を結んだ線の南側に設定した。

　周堀外には古墳に伴う遺構、遺物は認められなかったが、杭 25 やや西側の地点で凝灰岩の砕片が集中する

地点が存在した。ロームへの漸移層（Ⅲ層）の上には、黒色土（Ⅱ層）が堆積する。

　周堀は鹿沼軽石層まで掘り込まれている。周堀の覆土は、ロームを主体とする土層（4a・4b 層）が最初に

堆積し、その上に周堀内全体を覆うように黒色の土層（3a 〜 3d 層）、さらにその上に褐色を帯びた土層（1

〜 2 層）が堆積する。黒色土はこのトレンチ内での堆積が最も厚かったが、反面、A ｓ -B の集中の集中が目

立たない。中央部分での現地表から周堀最底面までの深さは 40 ㎝程である。周堀外縁は下半分ではやや急に

立ち上がるが、上半分で緩く傾斜する。周堀内縁は現地表標高 54.60 ｍ付近の地点で下半分が急激に立ち上

がる。確認した周堀内縁では最も立ち上がり方が急峻である。上半分では緩く傾斜し、盛土された墳丘第一

段につながる。墳丘第一段の平坦面は、縁辺から 16.50 ｍ付近まではローム主体の盛土でほぼ平坦であるが、

それより高くなると鹿沼軽石層主体の盛土となり、その先で急激に立ち上がり、墳丘第二段となる。墳頂か

ら 11 ｍ、標高 61 ｍ付近の斜面中位に埴輪が集中して出土する平坦面があり、埴輪列や段築がある可能性が

ある。斜面には盛土としてローム、黒色土、鹿沼軽石層が交互に積み上げられている。墳頂は暗黄褐色のロー

ムによる盛土で、斜面の盛土のローム層より色調が暗く、締まりが弱い。墳頂の９・11 トレンチで確認した

暗褐色土を覆土とする土坑の縁辺は確認できなかった。

　遺物は埴輪、須恵器甕破片が出土した。周堀中、墳丘第一段平坦面中央から縁辺にかけての出土は数が少

なく、墳丘第二段裾から斜面にかけての出土が多い。埴輪の中には形象埴輪がある。線刻が鋸歯状に施されて、

赤色塗彩されている。破片のため種類は断定はできない。墳丘第二段頂から須恵器甕口縁部が出土した。他

に周堀中から縄文時代と考えられるチャートの剥片が 1点出土した。

14 トレンチ

　吾妻古墳東側では周堀の内外縁が周堀内に突出する地区があり、従来から造出若しくは陸橋と考えられて

きた。周堀外の遺構の有無及び墳丘・周堀の形状を確認するため、括れ部墳頂（杭 28）から突出部先端を通

る線上の墳丘側に杭 29、外側に杭 30 を建植し、その南側に設定した。

　突出部は、他のトレンチでも確認できる、黒色の自然埋没の覆土（3a 〜 3c 層）上に、突出部を構成するロー

ム混じりの層（2c 〜 2f 層）が載ること、平安時代の灰釉陶器、銅銭（開元通寶、永楽通寶、紹聖元寶？）が

出土したことから、後世に形成されたと判断でき、古墳の施設ではないことが判明した。

　周堀は鹿沼軽石層まで掘り込まれている。周堀の覆土は、底面に鹿沼軽石主体の層（5層）が一面に広がっ

た上に周堀外縁と内縁の際にロームを主体とする土層（4a・4b 層）が最初に堆積し、その上に周堀内全体を

覆うように黒色土（3a 〜 3c 層）が、さらにその上に暗褐色土層（1 〜 2 層）が堆積する。覆土中からは周堀

底面より約 10 ㎝上位で A ｓ -B の集中（3c 層）が層状に認められた。中央部分での現地表から周堀最底面ま

での深さは 36 ㎝である。周堀外縁は下半分が他のトレンチに比べて緩く立ち上がり、上半分で緩く傾斜する。

周堀内縁は現地表標高 54.80 ｍ付近の地点で下半分が急激に立ち上がり、上半分は緩く傾斜し、盛土された

墳丘第一段につながる。墳丘第一段の平坦面は、縁辺から 16.50 ｍ付近まではローム主体の盛土でほぼ平坦

であるが、それより高くなると鹿沼軽石層主体の盛土となり、その先で急激に立ち上がり、墳丘第二段となる。

墳丘第二段斜面は盛土としてローム、黒色土、鹿沼軽石層が交互に積み上げられている。墳丘第二段頂は暗

黄褐色ローム層が積み上げられている。斜面の盛土のローム層より色調が暗く、締まりが弱い。

　遺物は埴輪、須恵器甕破片が出土した。周堀中、墳丘第一段平坦面中央から縁辺にかけての出土は数が少

なく、墳丘第二段裾から斜面にかけての出土が多い。埴輪の中には形象埴輪がある。線刻が鋸歯状に施されて、

赤色塗彩されている。破片のため種類は断定はできない。墳丘第二段頂から須恵器甕口縁部が出土した。他

に墳丘第二段裾から砥石が出土した。

15 トレンチ

　藤井 43 号墳とされている地区は、墳丘第一段上やや外縁寄りで周囲から 50 ㎝程高い地膨れとなっている。

杭１と 22 を結んだ線の南側に 15 トレンチを設定して調査した。地膨れを断ち割り調査したところ、15 トレ

ンチで地膨れを形成する 3 層は、墳丘上覆土の 3a・3b 層上、墳丘上覆土 1 層と 2 層の間に形成されており、

古墳築造以降で墳丘第二段崩落後に形成されたことが判断できた。このことから、藤井 43 号墳とされた地膨

第２節　各トレンチの所見
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第 15 図　11 トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）　
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第 16 図　12・15 トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）　
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第 17 図　13 トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）　
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第 18 図　14 トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）　
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れは古墳に伴う施設ではないことが判明した。遺物は埴輪、須恵器の小片が少量出土したのみである。

16 トレンチ

　藤井 39 号墳墳頂と杭 19 を結んだ線上から南側にトレンチを設定して、国指定地内を調査したところ、39

号墳の周堀を確認した。39 号墳と吾妻古墳の周堀外縁間は 5.20 ｍ離れており、周堀同士の重複はなかった。

その部分ではローム層の上にロームへの漸移層（Ⅲ層）、黒褐色土（Ⅱ層）が堆積しており、39 号墳周堀はⅡ

層から掘り込まれている。６・７トレンチで土手状の高まりに相当する層（Ⅰ a・Ⅰ b・Ⅰ c 層）は 39 号墳

覆土上面を覆っているため、39 号墳周堀埋没後の堆積と判断できるが、硬化面（Ⅰ b 層）が確認できた。過

去の地図にはこの部分に道路の標示があるものがあり、路面の造作によるものと考えられる。６・７トレン

第 19 図　17・18・19・20 トレンチ断面図（Ｓ＝１：250）

50.000m 50.000m

55.000m 55.000m

60.000m 60.000m

　

0 5m

杭 7

17トレンチ 18トレンチ

55.000m 55.000m

60.000m 60.000m

65.000m 65.000m

0 5m

杭 1

55.000m 55.000m

60.000m 60.000m

65.000m 65.000m

0 5m

杭 28

第３章　調査の成果



35

チでの高まりの上ではこのような硬化面は確認されていないので、周堀の窪地への対策の結果、硬化面が形

成された可能性がある。周堀は断面形が逆台形で、覆土は吾妻古墳の覆土に似る。その上幅 4.84 ｍ、下幅 1.20

ｍ、外縁と底面との高低差 1.16 ｍである。墳丘部分では旧地表の黒色土上の盛土の残りが悪く、前述の硬化

面が墳丘から周堀上にかけて覆っている。遺物の出土はなかった。

17 トレンチ

　吾妻古墳前方部主体部前での墓道や前庭部等の有無を確認するため、墳丘主軸に対して直交するように、

前方部墳丘第一段平坦面上で杭７と杭６を結んだ線の南側に設定した。

　第一段の平坦面上には、墳丘第二段を崩した際の排出土による高まりが見られる。一部に硬化した面が見

られ、石材移設時の搬出路を示していると考えられる。それを除去すると、盛土上面が標高 56.30 ｍ付近で

ほぼ水平に確認できた。盛土上面は褐色のロームを主体とした土層である。墳丘主軸付近を最深として幅 2

ｍ程の、主軸方向に長い溝状の落ち込みがある。黒褐色の覆土から成り、破砕された凝灰岩、拳大の円礫を

多量に含んでいる。古墳の付属施設である墓道や前庭部と言うよりは、最初の石室開口に近い時期の掘削に

よるものと考えられる。

　遺物は埴輪、須恵器甕破片、鉄器破片、国分寺瓦、古銭（寛永通寶）が出土した。鉄器には兵庫鎖や鉸具

と思われるものがあり、古墳に伴う可能性がある。国分寺瓦は表面に近い高さからの出土であり、近年の持

ち込みである可能性が高い。

18 トレンチ

　吾妻古墳前方部主体部前での墓道や前庭部等の有無を確認するため、墳丘主軸に対して直交するように、

前方部墳丘第一段平坦面上で杭７と杭８を結んだ線の南側に設定した。

　第一段の平坦面上には、墳丘第二段を崩した際の排出土による高まりが見られるが、それを除去すると、

盛土上面が標高 56.30 ｍ付近でほぼ水平に確認できた。盛土上面は褐色のロームを主体とした土層である。

墳丘主軸付近を最深として幅１ｍ程の、主軸方向に長い、浅い落ち込みがある。黒褐色の覆土から成り、凝

灰岩の小片、拳大の円礫を多量に含んでいる。最初の石室開口に近い時期の掘削によって生じたものと考え

られる。

　遺物は埴輪、須恵器甕破片、鉄器破片が出土した。鉄器の中には挂甲小札の破片があり、石室内から持ち

出されたものである可能性がある。電池やガラス瓶の破片などの現代のゴミも混じっていた。

19 トレンチ

　平成 21 年度の電気探査に於いて吾妻古墳後円部東側で反応が出た地点で、主体部の有無を確認するため、

後円部墳頂（杭１）から主軸上の杭 13 を見通して、東へ 115°振った方向に向かう線を設定し、その南側に

設定し、杭１から 12 ｍと 13 ｍの間の地点を調査した。表土を除去すると地表から 20 ㎝ほどで盛土面が露出

した。電気探査に反応したと思えるような石や土層の変化は見らず、主体部の存在は確認できなかった。盛

土は鹿沼軽石層混じりのロームや黒色土主体の部分から成る。遺物は埴輪の破片が出土した。

20 トレンチ

　平成 21 年度の電気探査に於いて吾妻古墳括れ部東側で反応が出た地点での主体部の有無を確認するため、

括れ部墳頂（杭 28）から主軸上の杭 13 を見通して、東へ 73°振った方向に向かう線を設定し、その南側に

設定し、杭 28 から 10 ｍの地点から 20 ｍの地点を調査し、10 ｍの地点から 26.5 ｍの地点で盛土上面を確認

した。杭 28 から 11.5 ｍの地点で電気探査に反応したと見られる人頭大の川原石が 2 点出土したが、覆土中

位からの出土であり、主体部の存在を予測させるほどの量ではない。墳丘第一段の平坦面は、鹿沼軽石層主

体の盛土で、墳丘中央に近づくにつれてつま先上がりに高くなった先で急激に立ち上がり、墳丘第二段とな

るが、他の地点に比べて斜面は緩やかである。現況でも第二段中位に傾斜の緩い面が確認できる。墳丘第二

段斜面は鹿沼軽石層混じりの黒色土主体の盛土である。遺物は埴輪、須恵器甕破片、銅銭（洪武通寶）が出

土した。

第２節　各トレンチの所見
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第 20 図　前方部主体部平面図（Ｓ＝１：40）
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第３節　前方部主体部の所見

　平成 20 年度に、前方部前端に存在したとされる埋葬主体部（岩屋）を探索するため、杭３と杭７を結んだ

主軸線の西側に幅１ｍと、杭３から 15 ｍ南の地点に直交する線上の杭 31・32 の南側に幅１ｍのトレンチを

十文字に設定した。杭７から北８ｍまでは４トレンチ、それより北は前方部主体部と名付けて掘り下げたと

ころ、杭 31・32 を結ぶ線上で主軸から約 2 ｍ西の地点で大型の石材を発見した。そこで前方部主体部トレン

チを東西に拡張して、石材の範囲を追求した。その結果、その石材の東側と北側で同様の大型石材を発見し

た。奥側では奥壁と側壁の上端、玄室前端部分では、側壁上端から 80 ㎝下まで掘り下げた。それらの発見か

ら、主体部は横穴式石室で、大型の石材は玄室の奥壁と側壁に相当する部分と判断した。石材はさらに下方

に続いており、側壁と奥壁は一枚の巨大な石を箱形に組み合わせていると判断した。

　平成 21 年度はさらに下方に掘り下げ、床面の残存状況を確認した。玄室内は東半分のみ掘り下げるにとど

め、一部床面の状況を確認した。平成 22 年度は平成 20・21 年度に確認した主体部の南方を掘り下げ、主体

部の南側の範囲を確認した。以上、３カ年に渡る調査の所見を以下にまとめて記述する。

　前方部主体部は前述のように横穴式石室である。奥壁側から順に、側壁が一枚石を立てた部分、川原石小

口積みの部分、凝灰岩切石積みの部分から成る。川原石積みの部分が大きな比率を占めるので、一枚石の部

分を奥室、川原石積みの奥の部分を前室、入口に接する部分を羨道、凝灰岩切石積みの部分を羨門と見なす

ことができる。

　奥室部分は、側壁、奥壁がほぼ垂直に立てた、青灰色の破砕状閃緑岩の一枚石で、玄門が凝灰岩の一枚で

構成されている。側壁上端において、西側壁は奥壁とほぼ接しているが、東側壁は奥壁との間に約 40 ㎝の空

隙がある。側壁上縁や側縁、奥壁側縁には石材同士を組み合わせるための刳り込みがある。西側壁石材は上

端内面側が、東側壁石材は上端全体が平滑に仕上げられている。東側壁石材は玄室内から玄門部分にかけて

剥落が見られる。玄室内壁面から側壁前端にかけて赤色塗彩が施されるが、側壁上端の刳り込みの外側には

施されない。玄門部分の刳り込み間の幅は 1.84 ｍ、玄室の内法は奥行き 2.40 ｍ、幅 1.70 ｍである。これら

の数値は壬生城址公園に保管されている天井石、玄門石と一致する。

　玄室の南方には、川原石積みの側壁が続き、その前端には凝灰岩切石が置かれる。奥壁から切石前端まで

の長さは 8,4 ｍである。

　石室内の覆土は北から南へ傾斜して堆積しており、特に石室中央が堅くしまっている。鹿沼軽石層、ロー

ム層、砂質土層が縞状に堆積し、一見、墳丘の盛土に見えるが、その中からは明治 31 年銘の一銭銅貨が出土

しているので、明治 26 年の野寺茂平の発掘調査以降の埋め戻しと考えられる。この土層は玄室中央が最も深

く、南方にいくに従って浅くなり、杭７の北方 3.3 ｍ付近で消滅する。平成 22 年度の調査区ではこの土層が

石室外に通路状に細長く続いており、一部硬化面を成しているのが確認できた。

　玄室内は、側壁最下底面まで攪乱が及んでいる。側壁底面付近から近世の陶磁器、不明銅製品（図版 22）

が出土しており、明治期の埋め戻しの土が充填されている。古墳時代の床面は調査した範囲では確認できない。

その攪乱は玄室前端で立ち上がるが、その部分は玄門の据えられていた部分にあたり、明治初年の領主によ

る石材抜き取りの痕跡と考えられる。明治期の埋め戻しの層の直下には川原石小口積み部分の上を覆い、石

室外に延びる暗褐色の土層がある。この層中からは石室外で銅製懸仏、銅銭（熈寧元寶？）、砥石、土師質土

器杯が出土している。懸仏の出土は『下野國古墳図誌』でも絵入りで報告されており、その形状は酷似して

いる。川原石小口積み側壁部分は奥壁側の幅 1.70 ｍ、羨門際の幅 1.40 ｍで、一～四段残存している。側壁

の石材は細長く、盛土中の円礫より大きく、長さ 35 ㎝、幅 15 ㎝、厚さ 10 ㎝、重量 10 ㎏程である。ただ出

土数は少なく、覆土中には川原石、凝灰岩砕片が多数混入しているものの、側壁の石材は５、６点にすぎない。

これらのことから、明治初年の石材抜き取り以前にも奥室の前は石室の破壊が進んでいたことが想定できる。

石室先端の凝灰岩切石は全面加工が施されており、西側壁は一石、東側壁は二石が残存していた。西側壁の

切石は幅 70 ㎝、奥行き 50 ㎝、高さ 30 ㎝で、L の字形を呈する。表面にわずかに工具痕が残る。東側壁の切

石は下段の石が奥行き 60 ㎝で、西側壁の切石と対応する位置にあるが、完掘していないので全容は不明であ

る。奥行きや奥壁からの距離は西側壁の切石とわずかに違っている。上段の切石は幅 50 ㎝、奥行き 50 ㎝、

高さ 30 ㎝で、西側や下段の切石より加工が丁寧で、入口側が斜めに面取りされている。奥側下端が逆 L の字

形に加工されて切組状を呈し、10 ㎝程高さを増している。横方向の目地は奥側に向かって低く傾いている。

　これらの切石の位置は現在の前方部墳丘第二段前端の裾とほぼ一致している。西側壁、東側壁の下段の切

石の中位までローム主体の褐色の盛土で埋められている。西側壁の切石の下や石室前には盛り土内に川原石

第３節　前方部主体部の所見



第 21 図　前方部主体部断面図（Ｓ＝１：40）
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が埋め込まれている。石室裏に相当する部分の墳丘盛土には白色粘土、円礫が混ぜ込まれてれている。石室

前の墳丘第一段平坦面には、円礫や凝灰岩の砕片が多量に分布しているが、いずれも墳丘上の覆土中からの

出土で、石室が開口したときに排出されたと考えられ、前庭部や墓道等の施設は確認できない。。

　古墳時代の遺物は、川原石小口積み側壁部部分の平成 21 年度調査区から挂甲小札、銀板破片、ガラス玉、

埴輪片、須恵器片が、平成 22 年度調査区から挂甲小札、装飾付大刀銀製責金具、銀装刀子、ガラス玉、埴輪片、

須恵器片が出土している。平成 22 年度調査区石室外から金銅製帯金具、埴輪片、須恵器片が出土している。

第 22 図　前方部主体部断面図（Ｓ＝１：40）
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第 23 図　前方部主体部西側面図（Ｓ＝１：40）
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第 24 図　前方部主体部東側面図（Ｓ＝１：40）
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第 25 図　１トレンチ出土円筒埴輪実測図　　　　　

Ｓ＝１／５　

第４節　遺物

埴輪

　出土遺物のうち、多数を占めるのは埴輪であるが、原位置を保つものは確認されていない。完形に復元で

きたものは皆無である。色調は、大きくはにぶい黄橙色と明赤褐色のものの二種類がある。胎土に雲母を含

むものが多い。ハケメの原体は細く間隔が密なものが主体を占める。

　円筒埴輪は外面に横方向のハケメを施した後、縦ハケメを施すものが主体を占める。内面にはハケメが比

較的多く施される。突帯は、8トレンチ 12 で五条以上が確認されているのが最多で、残存高 40.9 ㎝、最下段

の直径 42.0 ｍである。

　口縁部の形態には、１：緩く外反するもの（１トレンチ１、７トレンチ４、8 トレンチ１・２・３・４、9

トレンチ２、14 トレンチ１・３）、２：口縁端をつまみ出したもの（１トレンチ４、7 トレンチ１・２・３、

８トレンチ５、９トレンチ１）、３：突帯を貼付し、つまみ出したように見せるもの（14 トレンチ２）、４：

口縁がやや開き、強いナデによって稜線が明瞭なもの（１トレンチ２・３、11 トレンチ１）、５：口縁が直立

するもの（14 トレンチ４）の五つの形態が

ある。底部には、低位置突帯は確認されて

いない。底面にヨシ属の茎の圧痕を持つも

のが主体を占める。底部調整は確認されて

いない。焼成前にひび割れが入っているも

のが目立ち、7 トレンチ５では、その対処

としてか線刻や穿孔が施される。

　線刻には、７トレンチ１のように波状の

線刻が一周するもの。９トレンチ１のよう

に直角に曲がる二本の線とその対角線が施

されるものがある。

　朝顔形埴輪は、復元できたものは 13 ト

レンチ１のみである。残存高 26.5 ㎝、口径

54.1 ｍと大型である。

　形象埴輪は原形が確定できるものは少な

い。色調は、大きく明赤褐色のものが多い。

第 38 図１・３・４、第 42 図１・３・４・

５、第 43 図１、第 44 図３・４・５・６は

赤褐色、第 39 図、第 40 図１・２、第 43 図

３、第 44 図７は黄橙色の靱（または盾）形

埴輪、第 40 図３・５、第 41 図１、第 44 図

１・２は蓋形埴輪、第 38 図６、第 40 図４，

第 43 図２は家型埴輪、第 38 図５、第 42 図

２は人物形埴輪腕部、第 40 図６は人物形埴

輪首飾部、第 44 図８は人物形埴輪指先部、

第 38 図２は動物形埴輪（種類不明）と考え

られる。靱（または盾）形埴輪は赤色、第

39 図８のみ白色、蓋形埴輪は赤色、第 41

図１のみ黒色、家型埴輪は黒色塗彩される。

前方部主体部内や付近から出土した埴輪は

墳丘を崩した際に混入したものと判断でき、

もともと前方部第二段にあったものと考え

られる。

土器

　土器類も埴輪同様で、破片のみである。

第３章　調査の成果
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第 26 図　１トレンチ出土円筒埴輪実測図　Ｓ＝１／５　

古墳時代〜平安時代のもののみ図示した。

　須恵器は甕のみ確認した。第 45 図３は残存高 7.8 ㎝、口径 17.2 ｍである。外面には平行叩き、内面には

同心円の当て具痕が残るが、当て具痕の痕跡は浅い。後円部頂から出土した。

　土師器は第 45 図５は杯で、７世紀代の所産と考えられる。第 45 図７は平安時代の台付甕で、残存高 5.3 ㎝、

底径 8.0 ｍである。いずれも周堀覆土中から出土したが、古墳築造時のものではない。第 45 図６は灰釉薬陶

器である。残存高3.2㎝、口径15.2ｍである。周堀覆土中から出土した。口縁部は外反し、灰釉をハケ塗りする。

東濃産で光ヶ丘１式で９世紀後半の所産と考えられる。

金属製品

　墳丘の各トレンチから鉄器の破片がわずかに出土したが、古墳時代の遺物と断定できるものはない。

　前方部主体部では鉄製品や銀製品、金銅製品が出土している。Ｘ線撮影を行い、その形態から古墳時代の

遺物と考えられるものを掲載した。

第４節　遺物
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第 27 図　７トレンチ出土円筒埴輪実測図　Ｓ＝１／５　

1
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第 28 図　７トレンチ出土円筒埴輪実測図　Ｓ＝１／５　

第４節　遺物
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第 29 図　８トレンチ出土円筒埴輪実測図　Ｓ＝１／５　

第３章　調査の成果
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第 30 図　８トレンチ出土円筒埴輪実測図　Ｓ＝１／５　

第４節　遺物
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第 31 図　８トレンチ出土円筒埴輪実測図　Ｓ＝１／５　

第３章　調査の成果
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第 32 図　８トレンチ出土円筒埴輪実測図　Ｓ＝１／５　

第４節　遺物
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第 33 図　９トレンチ出土円筒埴輪実測図　Ｓ＝１／５　

第３章　調査の成果
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　第 46 図１は小札とも考えられるが、幅が 1.6 ㎝で他の小札に比べて狭く、断定できない。第 46 図２〜５

は鉄鏃か鉄釘である。２は錆により膨れているため、不明であるが３〜５は断面形が長方形で先端にいくほ

ど細くなる。第 46 図６・７は灰白色や黒色を呈する薄い板であり、Ｘ線撮影フィルムを見ると透過度が低い

ので、銀板と考えられる。連珠文や唐草文と判断でき、冠の破片と考えられる。

　最も多いのは挂甲小札である。第 47 図１〜７・11・14・15・16 は縅孔 1列偏円頭である。８・９・12・13

は縅孔２列偏円頭である。26〜 31は隅切、29〜 31は３孔で、草摺と考えられる。１は幅3.0㎝、残存長5.5㎝、

６は幅 2.7 ㎝、残存長 4.9 ㎝、27 は幅 3.0 ㎝、残存長 3.9 ㎝、28 は幅 2.3 ㎝、残存長 3.5 ㎝、31 は幅 3.5 ㎝、

残存長 3.4 ㎝である。第 48 図１は小札の中で唯一の完形品である。長さ 9.0 ㎝、下幅 3.3 ㎝、上幅 2.8 ㎝で、

縅孔 1列偏円頭で隅切である。Ｘ線撮影フィルムで 12 個の穴が確認できたが、中央の穴は不明である。第 48

図２は底部が方形、３は隅切である。

　第 48 図４・５は鉄板であるが、縁が僅かに折り曲げられたり、切り抜かれたりしており、古墳時代のもの

でない可能性がある。第 48 図６・７はいずれも断面円形で、兵庫鎖、鉸具の可能性がある。第 48 図８・９

は断面長方形で、鉄鏃の頚部、茎部である。第 48 図 10 は先端の錆が著しく、形状が不明確である。基部の

断面が長方形で、８に似ており、刀子か鉄鏃と考えられる。

第 34 図　11 トレンチ出土円筒埴輪実測図　Ｓ＝１／５　

第４節　遺物
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第 35 図　13 トレンチ出土朝顔形埴輪実測図　Ｓ＝１／５　

第３章　調査の成果
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第 36 図　14 トレンチ出土円筒埴輪実測図　Ｓ＝１／５　

第４節　遺物
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第 37 図　14 トレンチ出土円筒埴輪実測図　Ｓ＝１／５　

第３章　調査の成果
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第 38 図　形象埴輪実測図（１）　Ｓ＝１／３　　

１：前方部頂　２・３・４：１トレンチ　５・６：４トレンチ

　第 49 図 11 は金銅製帯金具、12 は銀製責金具、13 は銀装刀子である。金銅製帯金具は縁辺がやや欠けてい

るが、２㎝四方の正方形で直径 4 ㎜の４つの穴がある。そのうちの一つに金銅製鋲が残っている。鋲頭は直

径 5 ㎜、高さ 3.5 ㎜で甲高の卵形である。銀製責金具は長径 3.65 ㎝、短径 2.0 ㎝、厚さ 2 ㎜の倒卵形を呈す

る。二つに割れているが、片方の割れ口に制作時のつなぎ目が見られる。銀装刀子は、現存長 15.3 ㎝、茎幅

4.15 ㎝、刃幅 13.9 ㎝である。柄部分、刃部先端は欠損している。鞘の木質や有機質が付着しているが、腐蝕

が著しく、原形は不明である。銀製の鎺を有する。刃側の茎との間には隙間が空くが、柄側の茎との間には

木質が残存している。その幅 18 ㎜、長さ 12.9 ㎜で、銀板を筒状に巻いたもので、断面形は倒卵形を呈する。

柄側には二条の畝を作り、その上に刻みを施している。刃部の断面形は長二等辺三角形である。

ガラス製品

　平成 21 年度調査区石室内から玉類が出土した。内訳は丸玉 1 点、小玉 69 点である。丸玉は表面が少し白

く風化している。小玉はほとんどが直径３㎜前後であるが、１だけ点 5.4 ㎜とやや大きいものがある。色調

はマリンブルーである。１点のみ穴のないものがある。平成22年度調査区では小玉１点が出土したのみである。

第４章　まとめ

第 1節　外部施設について

規模、範囲の問題 

　４・11 トレンチで確認した主軸長は、周堀外縁 162.12 ｍ、周堀内縁（墳丘第一段下端）127.85 ｍ、墳丘

第一段平坦面外縁 118.25 ｍ、第一段平坦面内縁（墳丘第二段外縁）82.78 ｍである。従来墳丘長として記述

されることが多かったのは墳丘第一段平坦面の長さである。９・13 トレンチで確認した後円部直径は、周堀

外縁 120.78 ｍ、墳丘端 88.04 ｍ、第二段墳丘端 36.22 ｍ、墳頂平坦面 8.00 ｍである。８・14 トレンチで確

第１節　外部施設について
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第 39 図　形象埴輪実測図（２）　７トレンチ　　Ｓ＝１／３　

第４章　まとめ
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第 40 図　形象埴輪実測図（３）　Ｓ＝１／３　

１〜４：７トレンチ　５・６：９トレンチ

第１節　外部施設について
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第 41 図　形象埴輪実測図（４）　

　11 トレンチ　Ｓ＝１／３　　

認した括れ部幅は、周堀外縁 110.90 ｍ、墳丘端 77.30 ｍ、第二段

墳丘端 25.90 ｍ、墳頂平坦面 4.00 ｍである。２・３・５・６トレ

ンチで確認した墳丘端から想定した前方部幅は 87.76 ｍである。

　このことによって琵琶塚古墳の墳丘長 123.1 ｍを上回ることが

判明し、栃木県内で最大の古墳であることが確認できた。この規

模は県内では勿論、全国的に見ても有数の規模である。６世紀に

は古墳の規模は縮小の傾向を示すが、特に６世紀後半では大王陵

とされる奈良県五条野丸山古墳（309 ｍ）を除くと、日本最大の

部類に入る。120 ｍを超える古墳は、奈良県別所大塚古墳、熊本

県大野窟古墳くらいで、数えるほどしかない。前代の琵琶塚古墳

との差は４ｍくらいで、格差は大きくないが、６世紀前半では福

岡県岩戸山古墳、愛知県断夫山古墳、群馬県七輿山古墳、埼玉県

二子山古墳といった、重要な古墳が各地で築造されているので、

相対的な地位は高まっているとみることができる。ただし、二重

周堀で墳丘第一段が高い琵琶塚古墳は、一重周堀で第一段が低平

な吾妻古墳よりも占有面積、盛土量で上回っていると予想される。

また、墳丘長では下回っていても、壬生愛宕塚古墳は土塁、茶臼

山古墳は土塁や葺石を有しており、労働力の面で吾妻古墳がどれ

だけ他の大型古墳を凌駕していたかは明確ではない。吾妻古墳の

卓越性は認めながらもさらに多面的な比較が必要である。

　指定地内で確認できた唯一の古墳時代の遺構は、藤井 39 号墳の

周堀である。藤井 39 号墳は平成 20 年度の壬生町教育委員会の調

査によると、直径 35 ｍの円墳で、川原石小口積みで玄室に胴張

りのある横穴式石室を持ち、吾妻古墳築造後に作られたとされて

いる。今回の確認調査では吾妻古墳との層位的関係は確認できな

かったが、吾妻古墳の周囲は古墳時代の遺構、遺物が皆無であり、

その中での立地は、39 号墳の意図的な選地を想定させる。吾妻古

墳に近接する古墳としては他に藤井 38 号墳がある。直径 50 ｍの

大型円墳で、主体部は藤井 39 号墳と同様で、鉄製壺鐙が副葬され

ていた。吾妻古墳と藤井 38・39 号墳は藤井古墳群の中の１基とし

て位置づけられているが、吾妻古墳周辺の古墳分布はむしろ希薄

で、藤井 38・39 号墳の規模や副葬品からは、群集墳というよりは

吾妻古墳に後続して築造された大型古墳と見ることができる。

　大型古墳では、国分寺愛宕塚古墳、山王塚古墳、丸塚古墳が近

接して存在する。国分寺愛宕塚古墳は埴輪が確認されていないの

で、吾妻古墳より新しい時期と考えられるが、TK43 型式の須恵器

が出土しているので、吾妻古墳とほぼ同時期と考えられる。山王

塚古墳は、埴輪が出土していないので、吾妻古墳より新しい時期

と考えられ、出土した鉄地銀張り帯金具の年代は TK209 型式に併

行する時期と考えられているので、この地域の最後の前方後円墳

と考えられる。丸塚古墳、藤井 38・39 号墳は埴輪を持たず、横穴

式石室が採用される円墳なので、前方後円墳消滅後の築造と考え

られる。このように見ると、国分寺愛宕塚古墳、山王塚古墳、丸

塚古墳を吾妻古墳と同じ群とすることも可能であるが、やや離れ

ていることを考慮して、吾妻古墳と国分寺愛宕塚古墳、丸塚古墳

と藤井 38・39 号墳がそれぞれほぼ併行する時期とみて、同時進行

する別の群とみることもできる。その場合、山王塚古墳と併行す

る時期の大型古墳が未確認なこと、丸塚古墳が 74 ｍの円墳で切石

石室であるのに対し、藤井 38・39 号墳がそれぞれ 50 ｍ・35 ｍで

第４章　まとめ
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第 42 図　形象埴輪実測図（５）　Ｓ＝１／３　　　

１・２：13 トレンチ　３〜５：14 トレンチ

第１節　外部施設について
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第 43 図　形象埴輪実測図（６）　　14 トレンチ　Ｓ＝１／３　

第４章　まとめ
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第 44 図　形象埴輪実測図（７）　前方部主体部　 Ｓ＝１／３　

第１節　外部施設について
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第 45 図　土器実測図　Ｓ＝１／４　

１：前方部主体部　２：４トレンチ　３・５：13 トレンチ　４・６・７・８・９：14 トレ

ンチ　

第 46 図　金属製品実測図（１）　Ｓ＝１／２・Ｓ＝１／１

第４章　まとめ
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第 47 図　金属製品実測図（２）　Ｓ＝１／２　

第１節　外部施設について
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№ 器種 計測値 材質・混和材 色調・焼成 特徴 遺存度・出土状態 注記記号
第 25 図 01 埴輪

円筒
口縁部

口径　44.0 ＊
一径　30.0 ＊
口高　11.3　
全高　22.2+

白・黒・赤色
粒少量

内 10YR6/3 に
ぶい黄橙
外 7.5YR7/4 に
ぶい橙
良好

外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ・口縁部横ナ
デ、内面斜め・横方向ハケ→口縁部横ナデ

口縁部 1/8 遺存
墳丘二段裾覆土

01 トレ№ 6

第 25 図 02 埴輪
円筒
口縁部

口径　38.0 ＊
全高　11.4+

黒・白・赤色
粒微量、石英・
金雲母粒少量

7.5YR6/4 にぶ
い橙
良好

外面縦ハケ→口縁部横ナデ、内面斜め・横方
向ハケ→口縁部横ナデ

口縁部 1/8 遺存
墳丘二段裾・斜面覆
土

01 トレ№ 32　C1071217 と同一

第 25 図 03 埴輪
円筒
口縁部

口径　36.8 ＊
全高　9.5+

黒・白・赤色
粒少量、石英・
金雲母粒微量

5YR5/4 にぶい
赤褐
普通

外面縦ハケ→口縁部横ナデ、内面斜め・横方
向ハケ→口縁部横ナデ　外面に赤色顔料？付
着

口縁部 1/8 遺存
墳丘二段裾覆土

01 トレ№ 67・68・69

第 25 図 04 埴輪
円筒
口縁部

口径　38.2 ＊
全高　  2.7+

白色粒少量、
赤色粒・黒雲
母粒微量

5YR6/6 橙
良好

外面口縁部横ナデ、内面横方向ハケ→口縁部
横ナデ

口縁部 1/8 遺存
墳丘二段裾覆土

01 トレ C1071217・C1080109

第 25 図 05 埴輪
円筒
底部

底径　42.8 ＊
一高　  8.0+
全高　  9.6+

白・赤色粒、
雲母粒微量
ザクロ石粒？
あり

7.5YR6/6 橙
良好

外面横方向ハケ→縦ハケ　→突帯貼付→横ナ
デ、内面斜め方向ハケ
底面茎状の圧痕→ヘラケズリ　焼成前のひび
割れ

底部 1/12 遺存
墳丘二段頂・斜面覆
土

01 トレ№ 16・17・墳丘斜面

第 26 図 06 埴輪
円筒
胴部

三径　31.8
二径　31.4
一径　31.6
三高　12.2
二高　12.1
全高　39.8+

黒・白・赤色粒、
黒雲母粒少量

5YR4/6 明赤褐
普通

外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、内面下位横
方向ハケ→中位ナデ→上位斜め方向ハケ、二
段・四段目に円形の透かし穴　

胴部 1/2 遺存
墳丘一段中央・二段
斜面・頂覆土

01 トレ№ 1・35・94・97・131・
138・139・140

第 26 図 07 埴輪
円筒
底部

底径　29.5 ＊
全高　12.9+

黒・白・赤色
粒、黒雲母粒、
小石少量

10YR6/4 にぶい
黄橙
普通

外面縦ハケ、内面ナデ→斜め方向ハケ
底面茎状の圧痕

底部 1/2 遺存
墳丘二段斜面・裾覆
土

01 トレ№ 34・58・61・136

第 27 図 01 埴輪
円筒
口縁〜胴
部

口径　35.2
四径　35.0
三径　35.6
二径　35.6
一径　34.2 ＊
口高　14.5
四高　11.0
三高　12.1
二高　13.0 ＊
全高　52.8+

白・赤・黒色
細砂中量、白・
赤色粗砂微量、
石英・黒・金
雲母粒微量 や
や緻密

7.5YR6/6 橙
やや硬質

口縁部：外面縦ハケ→横方向ハケ→一部上位
横方向のナデ　中位山形線刻・山は七つで一
周、始めと終わりの間に隙間、内面斜め・横
方向ハケ→横方向ナデ
体部：外面横方向ハケ→縦ハケ→突帯貼付→
横ナデ　縦ハケは下一条から下四条まで一連、
口縁部の縦ハケは別単位、内面斜め・横方向
ハケ→一部ナデ→口縁部積み上げ
下三段に二方向の円形透かし穴

口 縁、 四 条 突 帯 遺
存　 口 縁 部 〜 下 二
条完存、下一条 1/5
遺存
下一条と下二条一
部接合
墳丘二段裾覆土

07 トレ№ 300・313・316・333・
335・350・385・421・441・444・
450・453・455・473-1・473-2・
473-3・473-4・473-8・473-9・
503・509・511・512・513・514・
515・516・518・519・520・523・
525・527・527-2・528・557・
558・560・561・561・567・きだん
面・C1・南 C108121・C1071127・
C1071227・C1071226・南
C1080107

第 28 図 02 埴輪
円筒
口縁部

口径　39.2 ＊
全高　  3.6+

白・赤色粒、
石英・雲母粒
少量

5YR6/6 橙
良好

外面縦ハケ→横ナデ、内面斜め・横方向ハケ
→横ナデ

口縁部 1/4 遺存
墳丘二段斜面覆土

07 トレ№ 51・57

第 28 図 03 埴輪
円筒
口縁部

口径　35.4 ＊
全高　  6.4+

黒・白・赤色粒、
雲母粒少量

2.5YR6/6 橙
良好

外面縦ハケ→横ナデ、内面斜め・横方向ハケ
→横ナデ

口縁部 1/8 遺存
墳丘二段斜面覆土

07 トレ№ 478

第 28 図 04 埴輪
円筒
口縁部

口径　32.4 ＊
全高　  5.2+

白・赤色粒、
石英・黒雲母
粒少量

7.5YR6/4 橙 
良好

外面縦ハケ→横ナデ、内面斜め・横方向ハケ
→横ナデ・ナデ

口縁部 1/8 遺存
墳丘二段裾覆土

07 トレ C1071127

第 28 図 05 埴輪
円筒
底部

底径　38.2 ＊
一径　38.0 ＊
二径　36.0 ＊
一高　  9.6
一高　  9.6
全高　26.7+

黒・白・赤色
粒少量、石英・
黒雲母粒微量

7.5YR7/4 にぶ
い橙
良好

外面横方向ハケ→縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、
内面斜め方向ハケ
底面茎状の編み物圧痕　底部に焼成前のひび
割れ　刺突による補修痕
外面底部に沿って線刻・刺突・2 カ所の両面
穿孔

体部下位、底部 1/6
遺存
墳丘二段裾覆土

07 トレ№ 225・239・240・251・
304・445・南 C1080107 底部：№
035・270・385・420・454、体部№
317・339・360・381・425・432・
463・467・561・562・586・フン
丘 A3 ･南 C1080107・C1071127・
C1071226・C1080124、体部：№
315・532・南 C1080107 と同一

第 28 図 06 埴輪
円筒
底部

底径　40.2 ＊
一高　17.0+
全高　17.9+

黒・白・赤色粒、
雲母粒少量

5YR5/8 明赤褐
良好

外面横方向ハケ→縦ハケ　→突帯貼付→横ナ
デ、内面斜め方向ハケ
底面茎状の圧痕

底部 1/4 遺存
墳丘二段斜面覆土

07 トレ№ 490

第 28 図 07 埴輪
円筒
底部

底径　37.0 ＊
一径　40.4 ＊
一高　10.0
全高　14.2+

黒・白・赤色粒、
雲母粒少量

7.5YR6/6 橙
良好

外面横方向ハケ→縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、
内面縦ハケ→斜め方向ハケ
底面茎状の圧痕　接合痕

体部下位、底部 1/6
遺存
墳丘二段斜面覆土

07 トレ№ 115・176

第 29 図 01 埴輪
円筒
口縁部

口径　41.0 ＊
全高　11.2+

白色粒、小石
少量

内 7.5YR8/6 浅
黄橙
外 5YR5/6 灰明
赤褐
不良

外面縦ハケ→口縁部横ナデ、内面斜め方向ハ
ケ→口縁部横ナデ

口縁部 1/2 遺存
墳丘二段段裾覆土

08 トレ№ 165・176・189・206・
C1091224・C1100107・C1100108

第 29 図 02 埴輪
円筒
口縁部

口径　49.0 ＊
一径　48.6 ＊
一高　13.7
全高　14.7+

黒・白・赤色粒、
石英・雲母粒
少量

5YR5/6 明赤褐
良好

外面横方向ハケ→縦ハケ→突帯貼付→横ナデ・
口縁部横ナデ、内面斜め方向ハケ→口縁部横
ナデ

口縁部 1/4 遺存
墳丘二段段裾覆土

08 トレ№ 63・192・194・C1091217（№
8 と同一？）

第 29 図 03 埴輪
円筒
口縁部

口径　46.4 ＊
二径　42.3 ＊
一径　42.6 ＊
口高　14.5
二高　11.5
全高　32.1+

黒・白・赤色粒、
雲母粒、小石
少量

5YR4/4 にぶい
赤褐
良好

外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、内面斜め方
向のナデ→上位斜め方向ハケ→口縁部横ナデ
円形の透かし穴

口縁部 1/4 遺存
墳丘二段段裾覆土

08 トレ№ 16・26・47・48・49・
121・122

第 29 図 04 埴輪
円筒
口縁部

口径　41.6 ＊
一径　40.4 ＊
一高　13.5
全高　18.5+

黒・白・赤色粒、
雲母粒少量

7.5YR6/4 にぶ
い橙
突帯 5YR4/6 赤
褐
良好

外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ・口縁部横ナ
デ、内面横方向ハケ→口縁部横ナデ
外面に黒色物質付着

口縁部 1/4 遺存
墳丘二段下位・裾覆
土

08 トレ№ 55・85・105・106・132・
134・185・C1100106・一括 100106（№
180・181・B 下 091221、№ 32・56
と同一？）

第 29 図 05 埴輪
円筒
口縁部

口径　36.0 ＊
全高　  3.7+

黒・白・赤色粒、
黒雲母粒少量

5YR5/6 明赤褐
普通

外面横方向ハケ→縦ハケ→口縁部横ナデ、内
面斜め方向ハケ 口縁部横ナデ

口縁部 1/3 遺存
墳丘二段下位・裾覆
土

08 トレ№ 64・B 下 091217・B 下
091221・C1091216・C1091217・
C1091224

第 30 図 06 埴輪
円筒
胴部

三径　39.3 ＊
二径　38.8 ＊
三高　14.0
二高　14.6
一高　14.5
全高　46.7+

黒・白・赤色
粒、金雲母粒、
小石少量

5YR6/8 橙
良好

外面横方向ハケ→縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、
内面下位横方向ハケ→上位斜め方向ハケ
一段・三段目に円形二方向の透かし穴

胴部 1/3 遺存
墳丘二段段裾覆土

08 トレ№ 62

第 30 図 07 埴輪
円筒
胴部

二径　42.0 ＊
二高　13.3 ＊
全高　26.5+

黒・白・赤色粒、
雲母粒、小石
少量

2.5YR5/6 にぶ
い橙
良好

外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、内面ナデ→
一部横方向ハケ→縦ナデ
円形二方向の透かし穴　

胴部 1/4 遺存
墳丘二段裾覆土

08 トレ№ 45・56・115・139・163・
B 下 091222

第 30 図 08 埴輪
円筒
胴部

二径　21.0 ＊
一径　20.5 ＊
二高　12.2
全高　23.7+

黒・白色粒、
雲母粒少量

5YR6/6 橙
良好

外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、内面下位横
方向ハケ、上位ナデ→斜め方向ハケ
円形二方向の透かし穴　

胴部 1/4 遺存
墳丘二段段裾覆土

08 トレ№ 74・93・140　第 28 図 10
と同一？

第３表　円筒埴輪観察表（１）　単位：cm　

第４章　まとめ
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№ 器種 計測値 材質・混和材 色調・焼成 特徴 遺存度・出土状態 注記記号
第 31 図 09 埴輪

円筒
胴部

三径　35.2 ＊
二径　35.3 ＊
一径　33.0 ＊
三高　10.0
二高　12.5
全高　34.9+

黒・白・赤色粒、
雲母粒少量

7.5YR7/4 にぶ
い橙
良好

外面横方向ハケ→縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、
内面斜め方向ハケ→一部縦ナデ
円形透かし穴　

胴部 1/4 弱遺存
墳丘二段裾覆土

08 トレ№ 60・82・83・140・152、
60・131・134・137、105・108・
168・184

第 31 図 10 埴輪
円筒
胴部

二径　44.9 ＊
一径　43.0 ＊
二高　11.7
全高　34.2+

黒・白・赤色粒、
雲母粒、小石
少量

5YR5/8 明赤褐
良好

外面横方向ハケ→縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、
内面下位横方向ハケ、上位ナデ→斜め方向ハ
ケ

胴部 1/5 遺存
墳丘二段段裾覆土

08 トレ№ 52・54・66・190・205・
　一括 100106・100107　第 27 図
08 と同一？

第 31 図 11 埴輪
円筒
底部

底径　36.6 ＊
一高　14.4+
全高　20.2+

黒・白・赤色
粒、金雲母粒、
石英粒少量

7.5YR6/4 にぶ
い橙
良好

外面縦ハケ　→突帯貼付→横ナデ、内面斜め
方向ハケ
円形の透かし穴
底面茎状の圧痕

底部 1/5 遺存
墳丘二段段裾覆土

08 トレ№ 147　（№ 69・77・90・
95・174 と同一？）

第 32 図 12 埴輪
円筒
胴部

三径　43.0 ＊
二径　42.3 ＊
二径　42.0 ＊
三高　14.5
二高　14.8
全高　40.9+

黒・白・赤色
粒、金雲母粒、
黒雲母粒、小
石少量

5YR6/8 橙
良好

外面横方向ハケ→縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、
内面下位横方向ハケ→上位斜め方向ハケ
二段・四段目に円形二方向の透かし穴　

胴部下位 1/2、上位
1/5 遺存
墳丘二段段裾覆土

08 トレ№ 55・111・140・162・207

第 33 図 01 埴輪
円筒
上半

口径　34.0 ＊
一径　34.0 ＊
口高　13.5
全高　20.4+

白・赤色粒、黒・
金雲母粒微量

7.5YR6/4 にぶ
い橙
断面黒色
良好

口縁部外面縦ハケ→横ナデ、内面斜め・横方
向ハケ→横ナデ
体部外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、中位直
角方向とその対角線に線刻　内面横方向ハケ
下一段に円形透かし穴　右回転穿孔

口縁部〜下一条 1/5
遺存
墳丘二段裾覆土

09 トレ№ 104・C1081110

第 33 図 02 埴輪
円筒
上半

口径　35.4
一径　30.6+
口高　14.5
全高　19.5+

白色粒、砂、
黒雲母粒微量

5YR6/8 橙
良好

口縁部外面縦ハケ→横ナデ　、内面斜め・横
方向ハケ→横ナデ
体部外面横方向ハケ→縦ハケ→突帯貼付→横
ナデ
縦ハケは一条から口縁まで一連　内面横方向
ハケ　　

口 縁 部 3/4 遺 存、
突帯付近完存
墳丘一段平坦面 〜
二段裾覆土

09 トレ№ 49・55・66・69・
70・71・72・103・C1081111・
C1081117・C1081119・C2081022
　第 30 図 03・04 と同一

第 33 図 03 埴輪
円筒
胴部

一径　29.8+
全高　11.4+

白・赤色粒少
量、黒雲母粒
微量

5YR5/6 明赤褐
良好

外面縦ハケ→ 3 カ所に横方向の割り付け線→
突帯貼付→横ナデ、内面斜め・横方向ハケ
円形透かし穴　左下から左上へと右へ回転穿
孔

突 帯 部 一 条 1/2 弱
遺存
突帯剥落
墳丘二段裾覆土

09 トレ№ 103・C1081117　第 30 図
02・04 と同一

第 33 図 04 埴輪
円筒
胴部

一径　31.4+
全高　  7.4+

白色粒少量、
赤色粒・黒雲
母粒微量

5YR5/6 明赤褐
良好

外面縦ハケ→ 1 カ所に横方向の割り付け線→
突帯貼付後横ナデ、内面斜め・横方向ハケ
円形透かし穴　左回転穿孔

突 帯 部 一 条 1/3 弱
遺存
突帯剥落
墳丘二段裾覆土

09 トレ№ 103　第 30 図 02・03 と同
一

第 34 図 01 埴輪
円筒
口縁部

口径　37.0 ＊
全高　10.5+

白・赤・黒色粒、
石英・黒雲母
粒微量

7.5YR6/4 にぶ
い橙
良好

外面縦ハケ→上位横方向ハケ→一部縦ハケ→
横ナデ、内面斜め・横方向ハケ→横ナデ

口縁部 1/8 遺存
墳丘二段裾覆土

11 トレ№ 21

第 34 図 02 埴輪
円筒
胴部

三径　34.4 ＊
二径　33.7 ＊
一径　33.3 ＊
三高　10.0
二高　12.9
全高　32.9+

黒・白・赤色
粒少量、石英・
金雲母粒微量

5YR5/6 明赤褐
普通

外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、内面斜め方
向ハケ→一部縦ハケ
円形透かし穴　

胴部 1/3 遺存
墳丘二段裾覆土

11 トレ№ 19・23・25・30・
C1081121

第 34 図 03 埴輪
円筒
底部

底径　35.6 ＊
一高　14.5+
全高　14.5+

黒・白・赤色粒、
石英・雲母粒
少量

5YR6/6 明赤褐
良好

外面板押圧による基部調整→横方向ハケ→縦
ハケ→突帯貼付→横ナデ下から 3.5 ｃｍの位
置に角棒で刺突、内面斜め方向ハケ
底面茎状の圧痕　接合痕

底部 1/4 遺存
墳頂・墳丘二段斜面
中位覆土

11 トレ№ 2・9・10・43・№ 5 と同一？
　　第 31 図 04 と同一？

第 34 図 04 埴輪
円筒
底部

底径　35.0 ＊
全高　11.0+

黒・白・赤色粒、
石英・雲母粒
少量

5YR5/6 明赤褐
良好

外面横方向ハケ→縦ハケ、内面斜め方向ハケ
底面茎状の圧痕　

底部 1/8 遺存
墳丘二段斜面覆中
位土

11 トレ№ 11・№ 5 と同一？　　第 31
図 03 と同一？

第 35 図 01 埴輪
朝顔
口縁

口径　54.1
一径　37.4 ＊
頸径　22.4 ＊
口高　14.5
全高　26.5+

粗砂中量、白・
赤色粒中量、
石英・黒雲母
粒中量

5YR5/8 明赤褐
良好

外面縦ハケ→横方向のナデ→突帯貼付→横ナ
デ、内面横方向ハケ→上位横方向ナデ・中位、
下位横方向ナデ　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

口縁、一条突帯遺存
口縁部 3/4 遺存
墳丘二段中位覆土

13 トレ№ 12・29・31・33・42・
B081202・B 中 081202

第 36 図 01 埴輪
円筒
口縁部

口径　30.0 ＊
一径　24.0 ＊
一高　12.5
全高　21.0+

黒・白・赤色粒、
黒雲母粒少量

7.5YR7/4 にぶ
い橙
断面黒色
普通

外面縦ハケ→口縁部横ナデ、内面斜め方向ハ
ケ→口縁部横ナデ

口縁部 1/3 遺存
墳丘二段裾覆土

14 トレ№ 31、№ 12・23・256・
258、№ 43・60・64・67・87・89・
253・257

第 36 図 02 埴輪
円筒
口縁部

口径　35.1 ＊
一径　32.8 ＊
一高　15.0
全高　15.7+

黒・白・赤色粒、
小石少量

内 5YR5/6 明赤
褐
外 7.5YR7/6 橙
普通

外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、内面斜め方
向のナデ→口縁部横ナデ

口縁部 1/2 遺存
墳丘二段裾覆土

14 トレ№ 94・294・C1091216、№
267・300・C1100106

第 36 図 03 埴輪
円筒
口縁部

口径　38.4 ＊
全高　  6.7+

黒・白・赤色
粒、黒雲母粒、
石英粒少量

7.5YR7/3 にぶ
い橙
良好

外面縦ハケ→口縁部横ナデ、内面斜め方向ハ
ケ→口縁部横ナデ
焼成前の割れに粘土塊貼付

口縁部 1/6 遺存
墳丘二段裾覆土

14 トレ№ 57・84　（№ 212・
C1091208、№ 71・112・C1091208、
№ 97・230 と同一）

第 36 図 04 埴輪
円筒
口縁部

口径　40.0 ＊
一径　39.0 ＊
一高　14.7
全高　23.6+

黒・白・赤色
粒、金雲母粒、
黒雲母粒、石
英粒少量

10YR7/3 にぶい
黄橙
良好

外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、内面下位斜
め方向のナデ→上位斜め、横方向のハケメ→
口縁部横ナデ

口縁部 1/4 遺存
墳丘二段裾覆土

14 トレ№ 242・263・275・284・
288・C1091215・C1100107　（№
109・273・277・286・C1091215・
100107 と同一）

第 36 図 05 埴輪
円筒
底部

底径　36.0 ＊
全高　  3.7+

黒・白・赤色粒、
少量

10YR6/4 にぶい
黄橙
良好

外面縦ハケ、内面ナデ→横方向ハケ
底面茎状の圧痕

底部 1/6 遺存
墳丘二段裾覆土

14 トレ№ 61・126

第 37 図 06 埴輪
円筒
胴部

三径　39.3 ＊
二径　39.6 ＊
　一径　40.1
＊
三高　11.2
二高　13.0
全高　39.0+

黒・白・赤色粒、
小石少量

内 5YR5/6 明赤
褐
外 7.5YR6/6 橙
良好

外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、内面斜め方
向ハケ部分的にナデ
一段、三段・四段目に円形透かし穴　

口縁部 1/2 遺存
墳丘二段下位・裾覆
土

14 トレ№ 94・294・C1091216、№
267・300・C1100107

第 37 図 07 埴輪
円筒
胴部

二径　44.2 ＊
一径　43.2 ＊
二高　11.6
全高　20.7+

黒・白・赤色
粒、金雲母粒、
黒雲母粒少量

7.5YR7/4 にぶ
い橙
普通

外面横方向ハケ→縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、
内面下位横方向ハケ→中位ナデ→上位斜め方
向ハケ
円形の透かし穴　

口縁部 1/2 遺存
墳丘二段裾覆土

14 トレ№ 29・81・100・202・215・
217・270・272・299　（№ 41・
207・208・C1091208・091215・
091217、№ 301・C1100106・
100107 と同一）

第 37 図 08 埴輪
円筒
底部

底径　26.0 ＊
一高　10.9+
全高　19.5+

黒・白色粒少
量

5YR6/6 橙
断面黒色
良好

外面横方向ハケ→縦ハケ→突帯貼付→横ナデ、
内面下位横方向ハケ→中位ナデ
二段目に円形の透かし穴　底面茎状の圧痕

底部 1/3 遺存
墳丘二段裾覆土

14 トレ№ 119・120

第４表　円筒埴輪観察表（２）　単位：cm　

第１節　外部施設について
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№ 器種 計測値 材質・混和材 色調・焼成 特徴 遺存度・出土状態 注記記号
第 38 図 01 埴輪　形象

靱　　縁部
幅　　 2.1
全長　 3.3+

白・石英粒、
砂粒微量

5YR5/6 明赤褐
普通

縦ハケ→横長に縁貼付→横ナデ→二列刺突 縁 部 破 片　 貼 り 付
け部剥落墳丘二段
頂覆土

前方部頂 081001

第 38 図 02 埴輪　形象
　人物・動
物？先端部

全長　2.8+ 白・赤色粒、
砂粒少量

5YR4/6 赤褐
良好

ナデ→上に粘土紐・側面に粘土粒貼付→先端に線
刻→黒色塗彩

筒部破片
墳丘二段裾覆土

01 トレ C1080109

第 38 図 03 埴輪　形象
靱　　筒部

全長　14.4+ 白・赤色粒、
黒雲母粒、小
石少量

5YR5/6 明赤褐
普通

外面横方向ハケ→縦ハケ→横・斜めに縁貼付→鋸
歯状に線刻→線刻間・縁側縁に赤色塗彩、内面ナ
デ

筒部破片
墳丘二段斜面覆土

01 トレ№ 20

第 38 図 04 埴輪　形象
靱　　筒部

全長　  4.9+ 白・赤色粒、
黒雲母粒少量

5YR5/6 明赤褐
良好

外面縦ハケ→横・鋸歯状に線刻、内面ナデ→ハケ 筒部破片
墳丘二段裾覆土

01 トレ C1080108

第 38 図 05 埴輪　形象
人物　腕部
　　　　　

直径　  5.0
全高　  5.3+

白・赤色粒、
金雲母粒、砂
粒少量

5YR4/6 赤褐
良好

芯部に粘土板巻き付け→ナデ→黒色塗彩 腕部破片
墳丘一段平坦面覆
土

H2004 トレ

第 38 図 06 埴輪　形象
器材　端部
　　　　　

厚　　  2.2
全高　 4.2+

白・赤色粒、
金雲母粒、砂
粒微量

5YR4/6 赤褐
良好

外面横方向ハケ→部分的にナデ、内面横方向ハケ
→部分的にナデ、端面ナデ

端 部 破 片　 片 面 縁
剥 落？　 片 側 貼 り
付 け 部 剥 落　 黒 色
物 質 付 着　 周 堀 外
縁覆土

04 トレ周堀外縁 071120

第 39 図 01 埴輪　形象
靱　　縁部

幅　　  1.9
全長　11.2+

白・赤・黒色
粒、金雲母粒、
砂粒少量

7.5YR6/4 にぶ
い橙
良好

外面縦ハケ→縦横に縁貼付→端部横ナデ→縁上に
二列刺突・縁内に鋸歯状に線刻→縁部内縁赤色塗
彩、内面斜め方向ハケ→端部横ナデ

縁 部 破 片　 貼 り 付
け 部 一 部 剥 落　 墳
丘二段裾覆土

07 トレ№ 222・229

第 39 図 02 埴輪　形象
靱　　縁部

径　　26.0
＊
全高　15.1+

白・赤・黒色
粒、金雲母粒、
砂粒少量

7.5YR6/4 にぶ
い橙
良好

外面縦ハケ→横長に縁貼付→端部横ナデ→縁内に
鋸歯状に線刻→縁部内縁赤色塗彩、内面横方向ハ
ケ→端部横ナデ

縁 部 破 片　 端 部 欠
損
墳丘二段斜面・裾覆
土

07 トレ№ 287・483（接合せず）

第 39 図 03 埴輪　形象
靱　　筒部

全長　10.3+ 白・赤・黒色
粒、金雲母粒、
砂粒少量

10YR7/4 にぶ
い黄橙
良好

外面縦ハケ→縦に突帯貼付→ナデ→横方向・鋸歯
状に線刻→突帯・線刻間に赤色塗彩、内面ナデ→
横方向ハケ

筒部破片
墳丘二段裾覆土

07 トレ№ 139

第 39 図 04 埴輪　形象
靱　　縁部

全長　7.5+ 白・赤・黒色
粒、金雲母粒、
砂粒少量

7.5YR7/4 にぶ
い橙
良好

外面縦ハケ→横方向・鋸歯状に線刻→線刻間に赤
色塗彩、内面斜め方向ハケ

縁 部 破 片　 端 部 欠
損
墳丘二段裾覆土

07 トレ№ 279

第 39 図 05 埴輪　形象
靱　　筒部

全長　5.6+ 白・赤・黒色
粒、金雲母粒、
砂粒少量

7.5YR6/4 にぶ
い橙
良好

外面縦ハケ→縦長に縁貼付→縦線刻→縁部内縁赤
色塗彩、内面横方向ハケ

筒部破片
墳丘二段斜面下位
覆土

07 トレ B 下 070111

第 39 図 06 埴輪　形象
靱　　縁部

全長　7.5+ 白・赤・黒色
粒、金雲母粒、
砂粒少量

7.5YR6/4 にぶ
い橙
良好

外面縦ハケ→縦長に縁貼付→縦線刻→縁部内縁赤
色塗彩、内面横方向ハケ→端部横ナデ

縁 部 破 片　 貼 り 付
け部剥落
墳丘二段裾覆土

07 トレ№ 529

第 39 図 07 埴輪　形象
靱　　筒部

全長　8,3+ 白・赤・黒色
粒、黒雲母粒、
小石少量

5YR5/8 明赤褐
良好

外面縦ハケ→縦横に突帯貼付→ナデ→突帯縁に赤
色塗彩、内面ナデ

筒部破片
墳丘二段頂覆土

07 トレ A071217 カクラン内

第 39 図 08 埴輪　形象
靱　　筒部

全長　8,6+ 白・赤・黒色
粒、黒雲母粒、
小石少量

5YR5/6 明赤褐
普通

外面縦ハケ→白色塗彩、内面斜め方向ハケ 筒部破片
墳丘二段頂覆土

07 トレ A071217 カクラン内

第 40 図 01 埴輪　形象
靱　　筒部

全長　7.8+ 白・赤色粒、
黒雲母粒、石
英粒少量

7.5YR6/4 にぶ
い橙
良好

円筒部に粘土板巻き付け貼付　外面縦ハケ→横・
斜めに縁・円形貼付→縦線刻→線刻間・縁側縁に
赤色塗彩、内面縦ハケ→

筒部破片
墳丘二段斜面覆土

07 トレ№ 500

第 40 図 02 埴輪　形象
靱　　筒部

全長　5.0+ 白・赤・黒色
粒、黒雲母粒、
砂粒少量

7.5YR7/6 橙
良好

円筒部に粘土板端部で貼付　外面縦ハケ→縦長に
縁貼付→縦横線刻→線刻間に赤色塗彩、内面縦ハ
ケ→縦長に縁・円形貼付、端面ナデ

縁 部 破 片　 端 部 欠
損
墳丘二段斜面覆土

07 トレ№ 484

第 40 図 03 埴輪　形象
蓋　　笠部

全長　12.9+ 白・赤色粒、
黒雲母粒、小
石少量

5YR5/8 明赤褐
良好

外面縦ハケ→端部横ナデ→端部赤色塗彩、内面斜
め方向ハケ→端部横ナデ→端部赤色塗彩

笠部破片
墳丘二段頂攪乱内

7 トレ A20071217

第 40 図 04 埴輪　形象
家　　屋根
部

全長　16.9+ 白・赤色粒、
黒雲母粒、小
石少量

5YR6/6 橙
普通

外面縦ハケ→端部横ナデ→格子状に線刻→市松模
様に黒色・赤色塗彩、内面斜め方向ハケ→端部横
ナデ

屋根部破片
墳丘二段斜面・裾覆
土

09 トレ№ 105・106・108

第 40 図 05 埴輪　形象
器材？縁部

全高　3.1+ 白・赤色粒、
黒雲母粒、小
石少量

5YR6/6 橙
普通

外面縦・内面横方向ハケ→縁部横ナデ→端部赤色
塗彩

縁 部 破 片　 円 筒 埴
輪？
墳丘二段裾覆土

09 トレ№ 59

第 40 図 06 埴輪　形象
人物　玉飾
部

径　　1.3 白・赤色粒少
量

5YR4/6 赤褐
良好

外面ナデ　接合部で剥落 玉飾部破片
墳丘二段裾覆土

09 トレ№ 60

第 41 図 01 埴輪　形象
蓋　　笠部

全高　11.2+ 白・赤色粒、
小石少量

7.5YR6/6 橙
普通

外面縦ハケ→端部横ナデ→端部黒色塗彩、内面斜
め方向ハケ→端部横ナデ→端部黒色塗彩

笠部破片
墳丘二段頂覆土

11 トレ№ 14

第 41 図 02 埴輪　形象
靱　　筒部

全長　8.1+ 白・赤色粒、
黒雲母粒、小
石少量

5YR5/6 明赤褐
普通

外面縦ハケ→鋸歯状に線刻→線刻間に赤色塗彩、
内面ナデ→ナデ

筒 部 破 片　 先 端 は
擬口縁
周堀覆土

11 トレＤ内 081014

第 42 図 01 埴輪　形象
盾？　筒部

全長　25.4+ 白・赤色粒、
黒雲母粒少量

5YR5/6 明赤褐
良好

外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ→格子状に線刻→
突帯上・線刻内市松模様に赤色塗彩、内面ナデ→
ハケ

筒部破片
墳丘二段裾覆土

13 トレ№ 36・54

第 42 図 02 埴輪　形象
人物　腕部
　　　　　

直径　2.8
全高　 2.7+

白・赤色粒、
砂粒微量

5YR6/6 橙
普通

ナデ→赤色塗彩 腕部破片
墳丘二段裾覆土

13 トレ№ 41

第 42 図 03 埴輪　形象
靱？　筒部

突径　31.4
＊
全高　11.6+

白・赤色粒、
黒・金雲母粒、
砂粒少量

2.5YR5/6 明赤
褐
良好

外面縦ハケ→突帯貼付→横ナデ→鋸歯状に線刻→
線刻間に赤色塗彩、内面ナデ　円形の透かし穴　

筒部破片
墳丘二段裾覆土

14 トレ№ 269

第 42 図 04 埴輪　形象
靱？　筒部

全長　6.2+ 白・赤・黒色
粒、金雲母粒、
砂粒少量

2.5YR5/6 明赤
褐
良好

外面縦ハケ→矢印状に線刻、内面ナデ 筒部破片
周堀覆土

14 トレＤ内

第 42 図 05 埴輪　形象
靱　　縁部

幅　　3.0
全長　 5.7+

白・赤・黒色
粒、金雲母粒、
砂粒少量

2.5YR5/6 明赤
褐
良好

縦ハケ→縦長に縁貼付→横ナデ→二列刺突→側縁
に赤色塗彩

縁 部 破 片　 貼 り 付
け部剥落
墳丘一段平坦面覆
土

14 トレ№ 18

第 43 図 01 埴輪　形象
靱？　筒部

幅　　3.0
全長　 5.8+

白・赤・黒色
粒、金雲母粒、
砂粒少量

5YR5/6 明赤褐
普通

外面縦ハケ→縦に突帯貼付→ナデ→突帯側縁？に
赤色塗彩、内面ナデ

筒部破片
周堀内縁覆土

14 トレ№ 146・Ｄ内 091208

第 43 図 02 埴輪　形象
盾？　縁部

全長　12.3+ 白・赤・黒色
粒、小石少量

5YR6/8 橙
普通

外面縦ハケ→端部横ナデ→端部黒色塗彩、内面斜
め方向ハケ→端部横ナデ

縁部破片
墳丘一段平坦面覆
土

14 トレ№ 3

第 43 図 03 埴輪　形象
靱？　筒部

全長　9.0+ 白・赤・黒色
粒、黒雲母粒、
砂粒少量

10YR7/3 にぶ
い黄橙
普通

外面縦ハケ→突帯貼付（ｰ 2）→横ナデ→横方向
→鋸歯状に線刻、内面ナデ→横方向ハケ　ｰ 3 の
み突帯斜め

筒部破片
墳丘二段裾覆土

14 トレ C1091207・C1091208

第 44 図 01 埴輪　形象
蓋　　笠部

全長　9.0+ 白・赤色粒、
黒雲母粒、小
石少量

2.5YR5/8 明赤
褐
良好

外面縦ハケ→端部横ナデ→端部赤色塗彩、内面斜
め方向ハケ→端部横ナデ→端部赤色塗彩

笠部破片
前方部主体部前室
覆土

H21 前方部主体部 100108

第５表　形象埴輪観察表　単位：cm　
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第 48 図　金属製品実測図（３）　Ｓ＝１／２
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第６表　土器観察表　単位：cm　

№ 器種 計測値 材質・混和材 色調・焼成 特徴 遺存度・出土状態 注記記号
第 44 図 02 埴輪　形象

蓋　　笠部
全長　8.2+ 白・赤色粒、

黒雲母粒、小
石少量

5YR5/8 明赤褐
良好

外面縦ハケ→端部横ナデ→端部赤色塗彩、内面斜
め方向ハケ→端部横ナデ→端部赤色塗彩

笠部破片
前方部主体部前室覆
土

H21 前方部主体部 091126

第 44 図 03 埴輪　形象
靱　　縁部

全高　6.3+ 白・赤色粒、
金雲母粒、石
英粒少量

5YR6/6 橙
普通

縦ハケ→縁貼付→横ナデ→二列刺突→縁下端に赤
色塗彩、内面横方向ハケ、端面ナデ

縁部破片
前方部主体部前室覆
土

H21 前方部主体部 100106

第 44 図 04 埴輪　形象
靱　　縁部

全高　8.5+ 白・赤色粒、
黒雲母粒、石
英粒少量

5YR5/6 明赤褐
普通

縦ハケ→縁貼付→横ナデ→二列刺突、内面横方向
ハケ→縦・斜めハケ、端面縦ハケ→ナデ

縁部破片
前方部主体部前室覆
土

H21 前 方 部 主 体 部 ベ ル ト 東
091211

第 44 図 05 埴輪　形象
盾？　筒部

全高　13.5+ 白・赤・黒色
粒、金雲母
粒、石英粒、
チャート粒、
砂粒少量

2.5YR5/6 明赤褐
良好

外面横方向ハケ→縦ハケ→鋸歯状線刻、内面縦ナ
デ

筒部破片
前方部主体部前室覆
土

H21 前 方 部 主 体 部 ベ ル ト 東
091201

第 44 図 06 埴輪　形象
靱　　筒部

全高　 8.9+ 白・赤色粒、
黒雲母粒、石
英粒、チャー
ト粒、砂粒中
量

5YR6/6 橙
良好

外面縦ハケ→縦線刻、内面ナデ→ハケ 筒部破片
前方部主体部前室覆
土

H21 前方部主体部 091214

第 44 図 07 埴輪　形象
靱　　筒部

全長　4.7+ 白・赤色粒、
黒雲母粒、石
英粒少量

7.5YR7/4 にぶい
橙
良好

外面縦ハケ→鋸歯状に線刻、内面剥落 筒部破片
前方部主体部前室覆
土

前方部主体部上層 08120

第 44 図 08 埴輪　形象
　人物　指
先部

全長　7.7+ 白・赤色粒、
雲母粒、砂粒
多量

5YR4/6 赤褐　　
　　良好

外面ナデ→上衣裾部に下向きの指 3 本貼付、内面
接合部剥落、上衣裾部に指頭痕

指先部破片　　　　
　　　前方部主体部
前室覆土

前方部トレンチ石室内 101215

第 45 図 01 須恵器　甕
口縁部

全高　3.0+ 白色粒少量 5Y5/1 灰
良好

口縁部横ナデ 口縁部破片
前方部主体部前室覆
土

H20 前方部主体部№ 5

第 45 図 02 須恵器　甕
頸部

頸径　29.8
＊
全高　6.4+

黒色粒少量
群馬か栃木西
部産

5Y5/1 灰
良好

体部外面格子タタキ、内面同心円当て具痕、口縁
部貼付→横ナデ、カキメ　　　　　　　　

頸部、体部上位 1/4
遺存
周堀内縁覆土

04 トレ D 内

第 45 図 03 須恵器　甕
口縁部

口径　17.2
＊
頸径　15.0
＊
口高　3.1
全高　7.8+

粗砂、白・赤
色粒、石英・
白雲母粒、白
色針状物質微
量

内 2.5Y6/3 にぶ
い黄
外 5Y6/1 灰
良好

体部外面平行タタキ、内面同心円当て具痕、口縁
部貼付→横ナデ　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

口縁、頸部、体部上
位 1/4 遺存
墳丘二段頂覆土

13 トレ№ 59　№ 58・・・は同
一個体

第 45 図 04 須恵器　甕
口縁部

全高　12.5+ 白色粒、石英
粒微量

5Y6/1 灰　断
7.5YR5/4 にぶい
褐　良好

口縁部貼付→横ナデ→櫛描き施文　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

口縁部破片
墳丘二段裾覆土

14 トレ№ 251

第 45 図 05 土師器　杯
体部

全高　2.8+ 白色粒、雲母
粒少量

内 7.5YR6/4 にぶ
い橙
外 10YR7/3 にぶ
い黄橙
良好

体部外面篦削り、内面ナデ、口縁部横ナデ　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

体部破片
周堀外縁覆土

13 トレ№ 5

第 45 図 06 灰釉陶器　
碗
上半部

口径　15.2
＊
全高　3.2+

黒色粒微量　
東濃産光ヶ丘
1(N8 型式）

灰白色
良好

口縁部横ナデ→ハケ塗り施釉　　　　　　　　　
　　　　　　

口 縁 部、 体 部 上 位
1/8 遺存
周堀外縁覆土

14 トレ№ 190・192

第 45 図 07 土師器　台
付甕　脚部

底径　8.0 ＊
全高　5.3+

白・赤色粒、
金雲母粒少量

7.5YR6/6 橙
不良

底部横ナデ 体 部 1/3、 脚 部 1/8
遺存
周堀外縁覆土

14 トレ№ 160

第 45 図 08 須恵器　甕
口縁部

全高　2.3+ 白・黒色粒少
量

内 N6 灰　外 N3
暗灰
良好

口縁部貼付→横ナデ 口縁部破片
周堀内縁覆土

14 トレ D 内

第 45 図 09 須恵器　甕
口縁部

全高　12.5+ 白・黒色粒少
量

内 N6 灰　外 N3
暗灰
良好

口縁部横ナデ→櫛描き施文　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

口縁部破片
周堀外縁覆土

14 トレ№ 179

第１節　外部施設について



川原石積みの石室であることから、吾妻古墳の系譜を引く集団は相対的に地位が低下していたと見ることが

できる。ただ、後期後半から終末期には、栃木県内では大型古墳が複数地域で築造されているため、それら

も念頭に置いて変遷や階層構造を考慮しなければならない。

墳形の問題 

　平面形

　吾妻古墳の最大の特徴は、墳丘第一段と第二段の形状が異なっており、相似形にならないことである。吾

妻古墳に劣らず第一段と第二段が非相似形なのが、羽生田茶臼山古墳で、いずれも墳丘第一段の方が括れが

弱い。下台原古墳、長塚古墳、壬生愛宕塚古墳、三王山古墳は第一段が明確に括れており、第二段と相似形

を成していることから別類型の墳形であると判断できる。

　墳丘第一段の平面形は、後円部径と前方部幅がほぼ同じであるものの、西側では周堀と共に前方後円形を

描く。それに対して、東側では墳丘第一段の括れが弱く、西側とは形状が異なっている。周堀外縁は前方部

側面が最も膨らむため、盾型に近い形状を呈する。このような、左右非対称の平面形の様相は、周堀、立面

形においてかなり異なった外観を呈するものの、構成原理においては琵琶塚古墳と共通している。吾妻古墳

の平面形は、左右非対称だけでなく、墳丘第一段の平面形、横穴式石室の位置まで類似した飯塚 27 号墳のよ

うな例が存在することから、当時の古墳を築造する集団の中では規範となった平面形であると言える。規模

による隔絶性は高まったものの、平面形による共通性は強まっているという様相からは、それぞれの規模の

古墳を築造する集団同士がひとつの規範の中で階層化しているとみることができる。この様相は、琵琶塚古

墳が、同時期の帆立貝形古墳や円墳に対して規模だけでなく平面形においても異なっており、質的な隔絶性

が高いこととは様相を異にしており、社会構造の変化を想定させる。

　墳丘第二段の平面形は、左右対称で比較的整っている。後円部径と前方部幅がほぼ同じで、前方部が長い

のが特徴である。類似した墳形としては、御鷲山古墳、八木岡瓢箪塚古墳、国分寺愛宕塚古墳が挙げられる。

崩壊が著しく不明確であるが、国分寺愛宕塚古墳と同企画と考えられている山王塚古墳（小森・齋藤 1992）

も同様と考えられる。埴輪列が描く綿貫観音山古墳の墳形も類似している。国分寺愛宕塚古墳、山王塚古墳

は吾妻古墳と至近距離にあり、同じ古墳群に属すると見なすことが可能であるが、御鷲山古墳、八木岡瓢箪

塚古墳はやや離れており、別の古墳群と見なすことができる。それらより近い距離、水系にある壬生古墳群
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11・12・13：前方部主体部



の愛宕塚古墳、羽生田古墳群の茶臼山古墳、長塚古墳は前方部が幅広で墳形が異なっていることから、墳形

の選択には地理的関係ではない、被葬者や集団同士の関係が反映しているとみることができる。

周堀の問題 

　周堀は、現況でも非常に明瞭に視認できるが、調査の結果、それが古墳の原形を非常に良好な状態で保っ

たものであることが確認できた。それと共に、周堀の外には古墳に伴う施設（周堤や二重、三重目の周堀）

が認められないことも確認できた。

　周堀の底面付近の掘削角度は、南側から西側にかけて（５・６・７・８・９トレンチ）は外側が急峻で、

内側が緩やか、北側から東側にかけて（１・２・11・13・14 トレンチ）は外側が緩やかで、内側が急峻であ

る。南東隅角（３トレンチ）のみは外側も内側も緩やかである。これは吾妻古墳が立地する地形が北から南、

西から東へ傾斜しているため、高い方に接する縁辺側が急峻になったためと考えられる。

　周堀内は覆土の堆積が非常に薄いことが確認できた。１・４・５・９・11・14 トレンチ周堀底面やや上位

で浅間Ｂ軽石層（A ｓ -B）を検出した。その降灰年代は天仁元年（西暦 1108 年）とされており、古墳築造直

後の状態からほとんど埋没が進行していない状況が窺われる。墳丘上の埴輪の崩落が集中する地点でも A ｓ

-B が覆土に混じる状況が窺われ、Aｓ -B 降灰前後に埴輪の崩落が一気に進んだと考えることができる。

埋没の少なさは、地理的に近い甲塚古墳でも指摘されていることから、自然環境によるものと考えることも

できるが、要因の一つとして、盛土量の少ない基壇墳形による墳丘の崩落の少なさが挙げられる。しかし、

隣接地への古墳築造の少なさを考えると、築造後の浚渫等の、周堀内の埋没を防ぐための活動を考慮する必

要がある。A ｓ -B 降灰以降の浚渫は認められないものの、平安時代の土器や古銭が出土していることから、

何らかの活動が行われた可能性がある。周堀外でも黒色土層が広く確認されており、周堀内の黒色土、墳丘

第二段裾の黒色土と対応すると考えられるが、二次的移動の有無は確定できない。

　墳丘における基壇の問題 

　栃木県の古墳の墳形の特異性は、基壇という言葉と共に認識されていた。長塚古墳では墳丘第一段平坦面

（基壇）に扁平な川原石が敷かれている。川原石の敷設によって墳丘第一段（基壇）を積極的に造作している

ことが分かるが、墳丘第一段（基壇） 上の盛土の状況が明確でなかった。桃花原古墳では墳丘第一段（基壇）

平坦面の盛土は、厚さ平均 20 ㎝で中央のみに存在し、落ち際には明確な盛土は存在しないとされている。富

士山古墳では墳丘第一段（基壇）平坦面の盛土が確認されているが全面にわたって確認されたわけではない。

甲塚古墳では旧表土を削ってロームへの漸移層の面で墳丘一段目を造り出していることが確認されている。

これらの発掘例からは、墳丘第一段への盛土はそれほど厚くないであろうことが想定でき、吾妻古墳の墳丘

第一段も従来、周囲とほとんど同じ高さで、盛土はほとんどないものと認識されていた。今回実測した結果、

僅かではあるが、墳丘第一段が周堀外より高いことが判明した。さらに表土除去、部分的には立ち割りによっ

て、墳丘第一段全面に盛土が施されていることが確認できた。このことから、低いとはいえ、基壇面も墳丘

の一部と見なすことができる。

　第一段平坦面（基壇）はほぼ水平で、中央から外縁にかけてロームによる盛土が上面を覆っている。第二

段裾付近ではつま先上がりに高くなり、その先で急激に立ち上がる様相がどのトレンチでも確認できた。盛

土の質もその部分で変化しており、黒色土か鹿沼土による盛り土が主体になる。その幅は後円部側が広く、

前方部側が狭い。石室のある前方部側が狭いのは甲塚古墳と共通しており、その規格論的検討が今後の課題

である。

　墳丘第二段の問題

　墳丘には葺石はなく、盛土表面は軟らかいので墳丘面の確認が困難であったが、平成 19・20 年度の調査で

埴輪が集中する地点において、やや平坦な面を成す状況が確認できた。また、20 トレンチ付近では現況でも

やや平坦な面を成す状況が確認できる。このことから、墳丘第一段（基壇）を含めて三段以上の段築を想定

することが可能である。ただ、トレンチによって平坦面の位置が異なっており、幅も狭く、平坦面が墳丘全

体に巡ることは確認できていないため、墳丘の崩落によるものとみることも可能である。盛土は、黒色土か

鹿沼土による盛土が主体である。頂上では後円部や括れ部ではロームによる盛土が主体であるが、前方部で

は鹿沼土による盛土が主体となっている。第一段平坦面でもロームによる盛土が主体であることから考える

と、斜面ではロームによる盛土が滑落している可能性がある。ただ二段目裾に周堀内の黒色の覆土と同様な
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覆土が全面で確認できるので、滑落が始まったのは A ｓ -B 降灰後で、元の平面形が崩れるほどではなかった

と思われる。

埴輪列の問題 

　埴輪の出土は、周堀外ではほとんどない状況であり、周堀外縁における埴輪列の樹立はなかったと判断で

きる。周堀内でも非常に少なく、周堀内縁即ち墳丘第一段外縁や墳丘第一段中央にも埴輪列はなかったと判

断できる。出土量から埴輪列の存在が想定できるのは墳丘第二段である。墳頂では出土したものの据え付け

痕は発見できなかった。墳丘第二段斜面からも出土し、部分的には集中する状況も確認できた。壬生町史では、

墳丘中位に埴輪列が存在することが指摘されている。しかし、段築とみるには幅が狭いので、埴輪列の存在

を想定するにはやや難がある。墳丘第二段裾は出土量が最も多く、この部位に埴輪列を持つと想定すること

ができるが、原位置を確認できたものは皆無であり、断定はできない。実際、この部位に埴輪列を有する古

墳の事例は殆ど無く、富士山古墳、甲塚古墳では埴輪列が墳丘第一段平坦面中央に巡っていた。これらのこ

とから、埴輪列の存在が確実なのは墳頂のみということになる。しかし墳丘第二段斜面出土の埴輪をすべて

墳頂からの崩落とするには、吾妻古墳の墳頂の狭さを考えると、量が多すぎる印象がある。

　その設置に際しては、すべて墳丘面から浮いた状態の出土なので、簡便な方法を採っていた可能性が高い。

　埴輪列を原位置で確認することはできなかったが、トレンチごとの埴輪の出土量によって埴輪列の様相を

ある程度想定できる。今回の調査における埴輪の出土量は、トレンチ調査という限界を差し引いても、多い

とは言えない状況にある。古墳の規模を考えるなら、予想外の観がある。埴輪が多く出土する墳丘第二段か

ら第一段平坦面にかけての位置に、入れることができたトレンチは前方部３本（１・４：前方部・７トレンチ）、

後円部３本（９・11・13 トレンチ）、括れ部２本（８・14 トレンチ）である。これらのトレンチではすべて

埴輪が出土しており、最も少ないトレンチでも約９㎏出土していることから、埴輪列は最低でも墳丘を一周

していたと考えられる。その中でも埴輪の多寡には偏りがある。部位ごとに見た場合、後円部では 84.666 ㎏、

前方部では 136.741 ㎏、括れ部では 198.655 ㎏である。方向で見た場合、東側（１・13・14 トレンチ）では

146.946 ㎏、西側（７・８・９トレンチ）では 225.909 ㎏、南側（４：前方部主体部トレンチ）では 23.948 ㎏、

北側（11 トレンチ）では 21.152 ㎏である。横穴式石室の開口部が近い南側が少なく、北側と約２㎏しか違わ

ないのが注目できる。このことは埴輪祭祀が横穴式石室祭祀と一致するものではないことを示している。最

も多いのが括れ部であること、西側の方が東側より約 80 ㎏多いことは、最も崩落しやすい方向に集中した結

果の自然現象と考えられるが、確かとは言えない。

　形象埴輪の出土から埴輪群像の存在も予想される。甲塚古墳では、特別な区画を作るのではなく、円筒埴

輪列の中に形象埴輪群が存在する様相が認められた。造出等の施設が存在しないことが判明した現時点では、

吾妻古墳においても同様である可能性が高い。

第２節　内部主体について

　吾妻古墳の主体部についてはこれまで二つの説があった。一つは、前方部の石室が墳丘築造当初のもので

ないとする説である。使用された石材が切石加工という新しい技術によること、その築造位置が前方部とい

う付属的な場所であることから、墳丘築造後に付け加えられたものとする解釈である（大和久震平、池上悟、

上野恵司）。それによって、本来の主体部が後円部に存在することを想定している。もう一つは、前方部の石

室が墳丘築造当初のものとする説である。栃木県の「切石」は凝灰岩の軟質石材で、近畿地方の「切石」と

は実体的には違ったものであり、年代を下らせて考える必要はなく、その築造位置も茨城県や千葉県の事例

からすると、本来的なものと考えて差し支えないという解釈である（秋元陽光・大橋泰夫）。こちらの説では

後円部に主体部が存在しないと想定している。栃木県の近年の研究では後者の説に傾く傾向があった。今回

の調査で後円部にトレンチや電気探査で主体部の有無を調査したが、確実な主体部は確認できなかった。も

とより限定された範囲内の調査であるので、埋葬主体が他には皆無とは言えないものの、前方部の主体部に

匹敵する規模のものはなく、前方部の主体部が吾妻古墳本来の埋葬主体であると言って差し支えないと考え

られる。さらに前方部主体部はそれを覆う主体部付近の盛土内にも拳大の川原石や粘土が多数混ぜ込まれて

いる。このことは前方部の主体部構築が墳丘構築と一体になったものであることを示しており、古墳築造当

初のものでないとする説に対する反証となるものである。このような盛土法は今のところ他に例を見ない。

　吾妻古墳の主体部は、従来から前方部前端に「吾妻の岩屋」と呼ばれる石室が存在すると言われていた。
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今回の調査でその実物を確認することができ、「下野國古墳図誌」が比較的忠実に石室を描写していたこと

が判明した。これまでも玄室が一枚石であることから、切石石室の一種と考えられてきたが、他の切石石室

とのさらに詳細な比較検討が可能となった。一番大きな成果は石材の違いが明らかになったことである。現

地に残された奥壁、側壁が凝灰岩ではなく、閃緑岩であることが判明した。近隣に産地を求めるなら、黒川、

思川上流から切り出されたと推定できるが、断定はできない。壁面は赤色塗彩されており、顔料はＸ線回析

の結果、針鉄鉱を主体とする褐鉄鉱であることが判明した。この顔料はベンガラ、水銀朱、鉛丹といった代

表的な赤色顔料とは違い、その入手経路を推定することは今のところ困難である。

　現在壬生城址公園に保管されている、凝灰岩の玄門と硬質石材の天井石が吾妻古墳出土として言い伝えら

れていたが、それらの寸法が現地の奥壁幅や側壁長に一致することが判明し、吾妻古墳の玄室が玄門のみ凝

灰岩を使用し、奥壁・側壁・天井を閃緑岩の一枚石で構成したものであったことが判明した。このことによって、

藤井小学校所蔵の吾妻古墳出土が伝えられる石材は、玄室内に組み合う余地がなく、羨道や前室に使われた

可能性が高くなった。思川・田川流域の一枚石の切石石室は凝灰岩のもののみが知られており、閃緑岩の一

枚石は例がない。凝灰岩は軟質で加工が容易であるのに対し、深成岩である閃緑岩は硬質で加工が困難であり、

労力がかかるだけでなく、高度な技術が必要である。従来、このような硬質石材の加工は畿内でもその出現

が７世紀以降と考えられてきた。しかし吾妻古墳の年代は、出土遺物等からみても７世紀まで降るものでは

ない。硬質石材を加工する技術は、京都府蛭子山古墳で花崗岩を加工した４世紀後半の舟形石棺で確認され

ていることから、従来の系譜と違った技術が古い段階から断続的に伝播していた可能性がある。吾妻古墳の

場合も高度な加工技術から年代を降らせて考えるよりも、むしろ墳丘の巨大さと共に、同時期の古墳に対す

る卓越性を示すために、より高度な加工技術を採用したとみることができる。

　一枚石から成る玄室の前面には、川原石小口積みの側壁部分が続き、入口には凝灰岩切石積みの羨門が取

り付けられている。奥壁から羨門前端までの石室全長は 8.40 ｍ、奥壁から玄門が取り付く一枚石側壁の刳り

込みまでの玄室の内法長が 2.40 ｍであることから、玄門の厚さと玄室外の一枚石部分と川原石小口積み側壁

部分、羨門先端までの長さは 6.00 ｍあることになる。川原石小口積み部分で仕切りとなる施設は発見でき

なかったものの、この長さを全て羨道と見なすには長すぎる感がある。石室の幅は、奥室の奥壁部分で 1.70

ｍ、川原石小口積み側壁北端部分で 1.70 ｍ、羨門部分で 1.40 ｍであり、入口へ向かって幅を狭めているこ

とが分かり、奥側と入口側を区別する意識が窺われる。さらに前述の藤井小学校所蔵の吾妻古墳出土と伝え

られる石材の小ささと刳り込みを前門と羨道部分に架けるためと見るならば、一枚石の奥室の前の部分を前

室と羨道と見なし、複室構造と考えることが可能である。このような構造は奥室のみ凝灰岩一枚石の切石で

羨道、前室が川原石小口積みの桃花原古墳に類似する。前方後円墳で年代の近い御鷲山古墳、距離的に近い

壬生車塚古墳が奥室、前室とも切石であることから、巨大一枚石の使用頻度が年代的、地理的に変化するも

のではないと言うことができる。羨門は、西側壁は一石のみの残存であったが、東側壁は二石を確認できた。

東側壁の上段の切石は斜めに面取りされており、その面が墳丘斜面に露出していたと考えられる。その石材

に切組技法が確認できた。これは栃木県内で確認されたものとしては最古の切組技法である。従来、切組技

法が多く見られる群馬県では 6 世紀後半に出現し、7 世紀に盛行したと考えられていたが（右島 1994、若狭

2008）、今回の発見例はそれと比べて年代的に変わらないだけでなく、技法的にも劣るものではなく、群馬県

とほぼ同時期に截石切組技法が出現したことが分かる。

　石室の前の墳丘面では前庭部、墓道等の施設は確認できなかったが、石室内と墳丘第一段平坦面の間に大

きな段差がないことが判明した。石室前に前庭部、墓道を有する甲塚古墳、御鷲山古墳、桃花原古墳は相対

的に深い位置にあり、地下式と言うことができる。それに対して吾妻古墳は、墳丘第一段平坦面が広大に広がっ

ており、その平坦面から立ち上がる第二段斜面に直接開口する、切石積みの羨門が墳丘外からも見えるよう

な見通しの良い景観であったと想定できる。この構造は下石橋愛宕塚古墳や車塚古墳と同じであったと判断

できる。

第３節　遺物について 

埴輪の問題 

　埴輪は今回の調査で出土した遺物の大部分を占める。トレンチによる調査のため、完全な形に復元できる

ものは発見することができなかったが、吾妻古墳の埴輪の特徴を知ることができた。

　吾妻古墳の円筒埴輪は、分厚く、ハケメが細かく、飯塚埴輪窯跡出土埴輪との類似性が指摘されていたが
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県内の古墳ではあまり類例がなく、その位置づけが不明確であった。今回の調査での新たな知見を加えた円

筒埴輪の特徴は以下の通りである。直径 40 ㎝前後、35 ㎝前後、30 ㎝前後のものがある。突帯は４条以上で

大型であるが、低位置突帯は確認できない。突帯の貼り付け位置には間隔を割り付けるための短い線刻が付

けられる。突帯間の長さは 10 〜 12 ㎝で口縁長のみわずかに長い。口縁端は直口縁もあるが、つまみ出した

ように強く屈曲する口縁が目立ち、突帯を貼り付けたような口縁も存在するが、いわゆる貼り付け口縁のよ

うな低いものではなく、つまみ出し口縁の一変形と見られる。ハケメ調整は横方向後に縦方向を施し、突帯

を貼付する。線刻を施すものがあり、中には波状のものがある。これらの特徴は中期の埴輪に多く見られる

もので、一見古相を呈するが、後述するように、後期の一部の埴輪に見られるものである。類似した埴輪と

して、栃木県富士山古墳、群馬県七輿山古墳（志村）、綿貫観音山古墳（徳江 1998）、大阪府日置荘遺跡Ⅳ調

査区埴輪窯 P ｰ１、大阪府日置荘西町窯跡群（森屋 1995、十河 2003）の例が挙げられる。

　大型古墳に採用される埴輪は大型のものが多いが、吾妻古墳の埴輪は、琵琶塚古墳の埴輪より大きく、摩

利支天塚古墳より大きいかほぼ同じである。大型埴輪の例として大型前方後円墳以外で、佐野市中山４号墳、

米山古墳、壬生町富士山古墳が挙げられる。富士山古墳は直径 86 ｍの円墳であるが、吾妻古墳の後円部直径

88 ｍに匹敵する、大型古墳である。墳丘から出土した須恵器の無蓋高坏は陶邑編年 TK10 型式併行期のものと

され、古墳の年代は6世紀中葉から後半と考えられている。富士山古墳の円筒埴輪は低位置突帯を持つ七条で、

吾妻古墳の埴輪を大きさで上回っているが、横方向のハケメや貼り付け口縁を持つ点では吾妻古墳と共通し

ている。後期で横方向のハケメを持つ例は他に足利市海老塚古墳（前沢・橋本 1981）がある。海老塚古墳は

直径 53 ｍの円墳で、常見古墳群を構成する大型古墳である。ただ富士山古墳も海老塚古墳も横方向のハケメ

は最後に施されるのに対し、吾妻古墳の横方向のハケメは縦ハケメの前に施されるものが大半で、最後に施

されるものは口縁に施されるものがわずかにあるのみである。富士山古墳の埴輪の横方向のハケメは、各段

部の一部や全体を埋めるように施されており、吾妻古墳より多く施されている。口縁部に横方向のハケメが

施される例は、貼り付け口縁の上に施されるので全く同じとは言えないが、綿貫観音山古墳に見られる。突

帯間隔の割り付けは富士山古墳の埴輪でも見られるが、富士山古墳例は沈線であるのに対し、吾妻古墳例は

短い単位の線刻である点が異なっている。七輿山古墳は富士山古墳の埴輪との共通性が指摘されており、6世

紀前半の築造と考えられている。綿貫観音山古墳は 6 世紀後葉の築造と考えられている。日置荘西町窯跡群

の埴輪は、口縁部突帯を用いる等の「復古調」な形態を採り、古市古墳群の埴輪とは差異が著しい。七輿山

古墳に類似する埴輪があることから、関東地方と畿内の埴輪製作集団の交流が想定されている（高橋 1994）。

このような埴輪は、栃木県域で前代までの大型古墳に多くみられる「塚山系」（秋元 2001）と言われる、琵琶

塚、摩利支天塚古墳に採用された埴輪とは違った系譜と考えられる。波状の線刻は、鹿沼市下台原古墳で内

面に施した例が見られるが、県内では多くない。埼玉二子山古墳に見られるが全周するものではない。須恵

器ではあるが、類似した一本の櫛描きによる波状線刻が御鷲山古墳、下石橋愛宕塚古墳の甕口縁部にみられ、

それとの関係も考慮する必要がある。吾妻古墳の埴輪は、低位置突帯が存在しないことから、低位置突帯出

現以前の製作時期を想定することができる。反面、古墳の規模に対しての出土量の少なさや類例の希少性を

埴輪消滅直前の様相と見なし、年代を下らせることも不可能ではない。そのように考えると 6 世紀後半でも

それほど遡らない時期とみることができる。

　６世紀には、飯塚埴輪窯跡と唐沢山ゴルフ場埴輪窯跡が知られている。唐沢山ゴルフ場埴輪窯跡は、低位

置突帯を持つ埴輪が作られ、約 25 ㎞離れた壬生町ナナシ塚古墳の武人埴輪がその製品と考えられており（水

沼 1990）、広域の供給が想定されている（橋本 1996）。富士山古墳も同様な経路で埴輪の供給を受けたと考え

られる。飯塚埴輪窯跡は吾妻古墳以外にはその供給先はほとんど不明であるが、唐沢山ゴルフ場埴輪窯跡と

共に、それまでの塚山系埴輪の製作者とは別の系譜で導入されたと考えられる。

　形象埴輪の発見は従来知られていなかった所見である。器材埴輪と考えられるものが多いが、わずかに人

物埴輪と考えられるものも存在する。この様相は富士山古墳と共通するが、近隣の甲塚古墳における大量の

埴輪群像の採用とは様相が異なっている。

土器の問題 

　須恵器の出土量は僅少で、土師器は確実に古墳に伴うものが全く確認できなかった。通常、土器類が多く

出土する、石室前面の４・17・18 トレンチでもこのような状況であることは、周堀からつづく前庭部が確認

できないこととも関連して、墳丘第一段（基壇）上での埋葬儀礼を考える上で注意するべき様相である。

　13 トレンチ後円部墳頂出土の須恵器甕は、供献又は埴輪の代用と考えられるが、未確認の埋葬主体への副
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葬品である可能性も否定できない。 

　

金属製品の問題

　前方部主体部の前面にあたる、17・18 トレンチから鉄器の破片が出土した。その形態から鉄鏃、帯金具若

しくは小札と考えられるが、小片であり、断定できないものが多い。副葬品の一部が主体部築造後に外に持

ち出されたと考えられる。横穴式石室部分から最も多く出土したのは挂甲小札である。挂甲の小札は、縅孔

１列偏円頭系で、藤ノ木型に比定されるものが多く、縅孔２列のものが少量ある。縅孔１列は幅 3.0 〜 3.5

㎝で幅広のものが多く、縅孔２列は幅2.5〜 3.0㎝のものが多い。この違いは甲冑が二領以上あるためなのか、

部位の違いのためなのか、遺存状態が良くないので不明である。完形のものは全長 9.0 ㎝で通常の小札に比

べてやや大きく、挂甲本体以外の部品である可能性がある。これらの小札は後期第２段階（TK43 段階）で６

世紀後葉の所産と考えられる（内山 2006）。挂甲は大型古墳にしか副葬されない武具で、吾妻古墳の被葬者が

持つにふさわしいと言える。ただ北関東は例外的に群集墳からも出土しており、その性格付けが課題となる。

　銀板と考えられる小片は、その形状から、連珠文、唐草文の一部と判断でき、冠の一部と考えられる。銀

冠は近隣では茨城県土浦市武者塚古墳、千葉県栄町浅間山古墳から出土している（白石他 2002）。いずれも 7

世紀代と考えられており、吾妻古墳の年代としては新しすぎる印象がある。ただこの問題は浅間山古墳でも

提起されており、単純に追葬に帰するだけでなく、銀冠の年代の再検討も必要と言える。銀製責金具は装飾

付大刀の部品である。銀を使用した飾付大刀は別処山古墳の頭椎大刀の例があるが、６世紀後葉では方頭大

刀の例もある。他の部品が不明であるため、全体の拵えを復元することは困難である。銀装刀子は、鎺部分

が銀板で、先端に刻みを有する。銀装刀子は綿貫観音山古墳、横塚古墳、下石橋愛宕塚古墳に見られる。金

銅製帯金具は２㎝四方の正方形で４つの鋲の穴があり、一つだけ鋲頭が残っている。6世紀後半の馬具は鉄地

金銅張りが多数を占め、金銅製は少ない。類例は綿貫観音山古墳、下石橋愛宕塚古墳に見られるが、同じ形

のものはない。このような金銀製品の多さは後期後半における関東地方各地の大型前方後円墳における様相

と共通し、最高首長の副葬品の様相を表しているとみることができる。

第４節　古墳の年代について

　１トレンチ盛土直下の旧表土中から検出された灰白色軽石は、６世紀中葉に噴出されたとされる榛名山二ッ

岳渋川テフラ（Ｈｒ−ＦＰ）に由来すると考えられること、挂甲小札、銀装刀子、金銅製帯金具はＴＫ４３型

式併行期（6 世紀後葉）と考えられることから、吾妻古墳の築造年代はＴＫ４３型式併行期（6 世紀後葉）と

考えられる。従来、下野型古墳の嚆矢としての位置づけから、他の基壇・埴輪を持つ古墳より古く位置づけ

られていたが、本調査の所見からは際だった古さは認められない。

第５節　古墳の性格について

　6世紀後半は、全国的に大型前方後円墳が数や規模を縮小する中で、関東地方は大型古墳が数や副葬品の優

秀さで卓越することが知られている。そのような時期に、吾妻古墳の墳丘が栃木県域で最大になったことを

どのように位置付けるかが、その性格を検討する上で重要である。

　関東地方でそれぞれの地域で古墳が最大化する年代は地域によって異なっている。神奈川県、東京都が前期、

群馬県、茨城県、千葉県が中期に最大化する点で、栃木県とは大きく異なっている。しかし、全国的に見た場合、

前期や中期で古墳が最大化する地域の方がむしろ目立つ傾向がある。それに対し、埼玉県は栃木県よりやや

古いものの、後期に最大化する点で栃木県と共通している。さらに埼玉県の場合、埼玉古墳群にのみ集中し

て大型古墳が作られるという点は、栃木県ではやや集中の度合いが低いものの、思川と田川に挟まれた、都賀・

河内郡の一部の地域に大型古墳が集中する様相（秋元 2007、広瀬 2008）と共通する。埼玉古墳群中最古の古

墳は稲荷山古墳であり、都賀・河内郡の大型古墳中最古の古墳である摩利支天塚古墳と対応する。そのよう

に見ると、埼玉二子山古墳と琵琶塚古墳、埼玉鉄砲山古墳と吾妻古墳が対応し、鉄砲山古墳以降、埼玉古墳

群以外で大型古墳の真名板高山古墳、小見真観寺古墳が築造される様相は、吾妻古墳以降の大型古墳として、

足利市正善寺古墳や真岡市八木岡瓢箪塚古墳が都賀・河内郡以外で築造されることと対応している。群馬県

は太田天神山古墳以降、大型古墳の規模は縮小気味であったが、前述の七輿山古墳において再び巨大化する。

七輿山古墳は吾妻古墳よりやや古いと考えられるが、墳丘長 146 ｍの大型前方後円墳である（志村 1990・

1991・1992）。日本列島全体で大型古墳が激減する時期での築造としては、国内屈指の規模という点で吾妻古
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墳と共通する。出土した埴輪も大型で一部横ハケを施した特徴的なもので、大阪府日置荘遺跡の埴輪との類

似が指摘されており、吾妻古墳の埴輪とも一部共通性を有する。日置荘遺跡の埴輪は畿内の埴輪生産の中で

その系譜を辿ることができないもので、当時埴輪生産が下火になりつつあった畿内に群馬県域の埴輪工人を

派遣して作らせたものという説がある（高橋 1994）。その供給先は現在の所、不明ではあるが、河内大塚山古

墳への供給を想定する意見もある（橋本 2010）。このような地域内での位置付けにおける七輿山古墳と吾妻古

墳の類似性に対して、年代的には、綿貫観音山古墳の類似性が窺われる。石室における切組技法の採用、挂甲、

銀装刀子、金銅製馬具の出土といった共通性が見られるが、大陸系遺物、低位置突帯の有無という違いも見

られる。栃木県内では、金銀製品、甲冑を持つ副葬品の様相は、横塚古墳、御鷲山古墳のような大型前方後

円墳にのみ共通性が認められる。ただし大型帆立貝形古墳の下石橋愛宕塚古墳では金銀製品の副葬は見られ

るが、甲冑の副葬は見られない。下石橋愛宕塚古墳と御鷲山古墳は出土馬具の年代ではほぼ同時期であるが、

墳形の違いによる階層差なのか、埴輪の有無に見られる僅かな年代差なのかは明確にし難く、さらに詳細な

分析が必要である。いずれにしても吾妻古墳が栃木県域における最高首長であることは異論のないところで

あろう。吾妻古墳築造後には藤井 38 号、39 号墳が築造されるものの、古墳以外に目立ったものがなく、墓域

としての意識から、集落域とは区別されていたため、竪穴住居等が作られなかったと考えられる。ただ平安

時代、中世の遺物は墳丘や周堀でわずかに見られることから、古墳の再利用はある程度行われたと考えられる。

墳丘東側の突出部は、この部分のみ遺物が多いことから、そのような後世の再利用に伴うものと考えられる。

しかし、墳丘上に墓壙や石塔が多数見られるような状況ではなく、墳丘を目立って改変するほどのものでは

ない。前方部主体部内から銅製懸仏が出土しており、江戸時代以前に開口して、仏堂として使用されていた

と考えられる。
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写真図版



１トレンチ周堀内縁発掘前状況（東から）

１トレンチ周堀断面（東から）

１トレンチ墳丘頂断面（南から）

１トレンチ墳丘第一段盛土断面（南から）１トレンチ墳丘第二段断面（東から）

１トレンチ周堀断面テフラ確認状況（南から）

１トレンチ周堀外縁断面（南西から）

１トレンチ周堀外調査前状況（西から）
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１トレンチ周堀～墳丘調査終了状況（東から）

２トレンチ周堀外縁断面（西から）

２トレンチ周堀外調査終了状況（西から）

３トレンチ周堀外断面南半（南西から）３トレンチ周堀調査前状況（北から）

２トレンチ周堀外縁断面（南から）

２トレンチ周堀外断面（南東から）

１トレンチ周堀外調査終了状況（西から）
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３トレンチ周堀外縁断面（北から）

４トレンチ周堀外調査前状況（北から）

４トレンチ周堀外断面北半（南西から）

４トレンチ周堀内縁断面（南から）４トレンチ周堀外縁断面（北西から）

４トレンチ周堀内縁調査前状況（南から）

３トレンチ周堀外縁調査終了状況（北から）

３トレンチ周堀外縁断面（西から）
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４トレンチ周堀外調査終了状況（南から）

５トレンチ周堀外断面北半（西から）

５トレンチ周堀外縁断面（北西から）

６トレンチ周堀調査前状況（東から）５トレンチ周堀外縁調査終了状況（北から）

５トレンチ周堀外断面南半（西から）

４トレンチ周堀内縁調査終了状況（南から）

４トレンチ周堀内縁底面付近断面（南西から）
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６トレンチ周堀外縁断面（南東から）

７トレンチ周堀調査前状況（東から）

７トレンチ墳丘第二段発掘前状況（南西から）

７トレンチ周堀外縁断面（南東から）７トレンチ周堀外断面（南東から）

７トレンチ周堀内縁調査前状況（南西から）

６トレンチ周堀外調査終了状況（東から）

６トレンチ周堀外断面（南東から）



７トレンチ墳丘第二段裾断面（南から）

７トレンチ墳丘第一段盛土断面（南から）

８トレンチ墳丘調査前状況（西南から）

８トレンチ墳丘第二段裾埴輪出土状況（西から）８トレンチ周堀調査前状況（東南から）

７トレンチ周堀外縁調査終了状況（東から）

７トレンチ墳丘第二段裾埴輪出土状況（南西から）

７トレンチ周堀内縁断面（南西から）
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８トレンチ周堀内縁断面（南西から）

９トレンチ周堀調査前状況（北から）

９トレンチ周堀外縁断面（南東から）

９トレンチ墳丘第一段断面（南から）９トレンチ周堀内縁断面（南西から）

９トレンチ墳丘調査前状況（西から）

８トレンチ墳丘第二段裾断面（南西から）

８トレンチ周堀外縁断面（北東から）
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９トレンチ墳丘頂断面（南から）

11 トレンチ墳丘調査前状況（北から）

11 トレンチ周堀内縁断面（北西から）

11 トレンチ周堀外断面（北西から）11 トレンチ周堀外縁断面（南西から）

11 トレンチ周堀調査前状況（南から）

９トレンチ周堀～墳丘調査終了状況（西から）
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９トレンチ墳丘第二段断面（西から）



11 トレンチ墳丘第一段断面（北西から）

11 トレンチ周堀～墳丘調査終了状況（北から）

12 トレンチ周堀外調査前状況（北東から）

12 トレンチ周堀外調査終了状況（北から）12 トレンチ周堀外縁断面（北東から）

11 トレンチ周堀外調査終了状況（北から）

11 トレンチ墳丘頂埴輪出土状況（北東から）

図
版
９　
　

遺
構
（
９
）　

11
〜
12
ト
レ
ン
チ

11 トレンチ墳丘第二段断面（北から）



13 トレンチ周堀外縁断面（南西から）

13 トレンチ墳丘断面（南東から）

13 トレンチ墳丘第二段埴輪出土状況（南東から）13 トレンチ周堀外断面（南東から）

13 トレンチ墳丘頂断面（南西から）

13 トレンチ周堀内縁断面（南東から）

13 トレンチ周堀外調査前状況（東から）
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13 トレンチ周堀～墳丘調査終了状況（東から）

14 トレンチ突出部内縁断面（南東から）

14 トレンチ突出部外断面（南西から）

14 トレンチ墳丘発掘前状況（南東から）14 トレンチ突出部外縁遺物出土状況（南東から）

14 トレンチ突出部外縁断面（南西から）

14 トレンチ突出部発掘前状況（北から）

13 トレンチ周堀外調査終了状況（東から）
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14 トレンチ墳丘断面（東から）

15 トレンチ墳丘断面（西から）

15 トレンチ墳丘断面（南東から）

16 トレンチ藤井 39 号墳周堀断面（南西から）16 トレンチ調査前状況（北から）

15 トレンチ墳丘断面（南西から）

15 トレンチ調査前状況（北東から）

14 トレンチ墳丘第二段裾埴輪出土状況（南東から）
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前方部主体部調査前状況（南から）

前方部主体部上部埋没状況（西から）

前方部主体部玄室埋没状況（東から）

前方部主体部前室確認状況（南から）前方部主体部玄室・前室埋没状況（東から）

前方部主体部下部埋没状況（東から）

前方部主体部確認状況（南から）

16 トレンチ調査終了状況（西から）
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前方部主体部玄室確認状況（南から）

前方部主体部玄室西側壁確認状況（東から）

前方部主体部前室遺物出土状況（西から）

前方部主体部調査後処理状況（西から）前方部主体部埋没状況（北から）

前方部主体部羨道確認状況（南から）

前方部主体部玄室東側壁確認状況（西から）

前方部主体部前室確認状況（北から）
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前方部主体部入口部分上層確認状況（南から）

前方部主体部羨門・川原石積み側壁（南西から）

前方部主体部羨門・川原石積み側壁（東から）

前方部主体部調査後処理状況（南東から）前方部主体部羨門・川原石積み側壁（北から）

前方部主体部羨門・川原石積み側壁（西から）

前方部主体部入口部分土層断面（西から）
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前方部主体部調査終了状況（南から）
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３トレンチ周堀内縁断面（西から）

6トレンチ周堀内縁断面（北から）

18 トレンチ墳丘第一段覆土断面（南西から）

20 トレンチ墳丘第二段埴輪出土状況（南東から）19 トレンチ墳丘第二段斜面状況（南東から）

17 トレンチ墳丘第一段覆土断面（南東から）

5トレンチ周堀内縁断面（南西から）

２トレンチ周堀内縁断面（南から）
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囲調査
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ふりがな
 所収遺跡名

ふりがな
所  在  地 市町村 遺跡番号

東　　経
 °  ′  ″
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コ　ー　ド 調査期間
調査原因
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報  告  書  抄  録
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字
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吾妻

33 ゜ 00′ 00″吾
あ ず ま こ ふ ん

妻 古 墳 09203

古 墳

所収遺跡名 主 な 遺 構種　別 主な時代 主 　な 　遺 　物 特記事項

古墳時代 吾妻古墳１基：墳丘、
周堀、横穴式石室 ・前方後円墳

・幅の広い墳丘第

一段平坦面（基壇）

を持つ

・前方部前端の横穴

式石室

吾妻古墳 埴輪、須恵器、挂甲小札、鉄鏃、鉸具？、
兵庫鎖？、鉄釘？、装飾付大刀銀製責金
具、銀装刀子、銀板、金銅製帯金具、ガ
ラス玉

要　約

吾妻古墳は墳丘全長 127.85 ｍ、周堀外縁長 162.12 ｍの栃木県最大の前方後円墳である。
墳丘第一段平坦面（基壇）は幅が広く低いが、盛り土が施されている。墳丘頂と第二段中
位、裾から埴輪が出土した。前方部の横穴式石室は、全長 8.4 ｍ、破砕状閃緑岩の一枚石
を組み合わせた玄室、川原石積みの羨道（前室）、凝灰岩切石積みの羨門から成る。玄室は
江戸時代に「吾妻の岩屋」と呼ばれていたものである。装飾付大刀、銀装刀子、金銅製馬具、
挂甲小札、鉄鏃、ガラス玉が出土した。

古墳時代

平安時代

中世

近世以降

藤井 39 号墳 1 基：周堀

灰釉陶器・土師器

銅銭、銅製懸仏

3938

壬
み ぶ ま ち

生町藤
ふ じ い

井

字
あざあずまはら

吾妻原

09361 5980-
42

銅銭・陶器・簪？
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